
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
注
釈
－
「
海
辺
月
」
　
題
1

位
藤
邦
生
　
森
下
要
治

田
野
慎
二
　
山
崎
真
克

赤
迫
照
子
　
藤
川
功
和

は
じ
め
に

内
－
内
閣
文
庫
蔵
本
　
「
百
三
十
番
歌
合
　
（
外
題
）
」
　
〔
二
〇
一
二
一
四
七
〕

支
－
九
州
大
学
支
子
文
庫
蔵
本
　
〔
九
一
一
・
ホ
・
〓

衆
－
書
陵
部
蔵
歌
合
類
栗
本
　
（
『
大
日
本
史
料
』
第
五
篇
二
十
四
所
収
）

群
－
群
書
類
従
本
　
（
巻
第
二
百
所
収
）

一
、
注
釈
は
、
番
全
体
の
本
文
【
校
異
】
を
示
し
た
後
、
【
他
書
所
伝
】
【
本
歌
】

【
語
釈
】
【
通
釈
】
を
あ
げ
た
。

一
、
【
語
釈
】
の
内
、
各
詠
作
者
並
び
に
前
号
ま
で
に
既
出
の
語
彙
に
つ
い
て
は
、

紙
幅
の
関
係
上
こ
れ
を
略
し
た
。

『
尾
道
大
学
芸
術
文
化
学
部
紀
要
』
第
7
号
（
平
成
2
0
年
3
月
）
　
に
引
き
続
　
　
二
　
表
記
や
送
り
仮
名
の
異
同
は
こ
れ
を
略
し
、
見
せ
け
ち
や
補
入
符
号
に
よ

き
、
宝
治
元
年
　
（
一
二
四
七
）
『
院
御
歌
合
』
　
の
注
釈
を
試
み
る
。
今
回
は
　
「
海

辺
月
」
　
題
十
三
番
を
取
り
上
げ
る
。
各
番
担
当
者
と
所
属
を
以
下
に
示
す
。

五
十
三
番
1
位
藤
邦
生
　
（
長
崎
大
学
）
、
五
十
四
番
－
赤
迫
照
子
　
（
広
島
大

学
図
書
館
）
、
五
十
五
番
－
田
野
慎
二
　
（
広
島
国
際
大
学
）
、
五
十
六
番
1

山
崎
真
克
　
（
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
）
、
五
十
七
番
－
藤
川
功
和
（
尾
道

大
学
）
、
五
十
八
番
－
森
下
要
治
　
（
広
島
文
教
女
子
大
学
）
、
五
十
九
番
－

赤
迫
、
六
十
番
－
田
野
、
六
十
一
番
－
山
崎
、
六
十
二
番
－
藤
川
、
六
十

三
番
－
山
崎
、
六
十
四
番
－
田
野
、
六
十
五
番
－
位
藤

凡
　
例

一
、
底
本
は
、
永
青
文
庫
蔵
本
二
〇
七
・
三
六
・
七
〕
　
（
『
細
川
家
永
青
文
庫

叢
刊
』
第
八
巻
所
収
）
　
を
用
い
た
。

二
　
校
合
し
た
諸
本
と
略
号
は
、
以
下
の
通
り
。

書
－
書
陵
部
蔵
本
〔
五
〇
一
・
七
四
〕
　
（
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
底
本
）

っ
て
訂
正
の
あ
る
箇
所
は
、
訂
正
後
の
本
文
を
採
用
し
た
。

一
、
翻
字
本
文
に
は
適
宜
読
点
を
施
し
、
字
体
は
現
行
の
活
字
体
に
改
め
た
。

一
、
本
文
中
、
異
同
の
存
す
る
箇
所
に
は
、
傍
線
及
び
ィ
、
ロ
、
の
如
き
符
号

を
付
し
、
語
釈
を
施
し
た
箇
所
に
は
、
本
文
右
傍
に
①
、
②
…
の
通
し
番

号
を
付
し
た
。

一
、
底
本
で
文
意
不
通
等
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
他
本
の
本
文
に
拠
り
通
釈
を

施
し
た
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
、
本
文
【
校
異
】
【
通
釈
】
　
に
お
い
て
他
本

に
拠
っ
た
箇
所
に
網
掛
け
を
施
し
た
。

一
、
引
用
本
文
は
、
原
則
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
り
、
そ
の
他
の
引

．
用
文
献
は
、
適
宜
底
本
を
示
し
た
。
な
お
、
引
用
本
文
に
は
、
適
宜
、
傍

線
、
振
り
仮
名
等
を
付
し
た
。

二
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
本
文
、
歌
番
号
と
も
に
塙
書
房
刊
『
万
葉
集

訳
文
篇
』
を
用
い
た
。



（
五
十
三
番
）

m
庁
「
－
－

五
十
三
番
　
海
辺
月

口

左
　
嘲
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房

卜
陣
後
探
②
　
　
　
　
　
l
「
ト
レ
「
　
　
　
　
　
　
⊥
r
l
l
l
l
払
レ
「
　
　
　
③
　
　
　
「

塩
か
ま
の
浦
の
煙
も
た
え
に
け
り
月
み
ん
と
て
の
海
士
の
し
態
に

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
宰
相

4
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
伊
l
l
l
l
l
l
l
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

わ
か
の
う
ら
や
お
な
し
な
か
れ
の
君
か
代
に
又
立
い
て
1
月
を
み
る
哉

⑦

左
此
し
ほ
か
ま
の
浦
こ
そ
、
業
平
朝
臣
わ
か
み
か
と

り

六
十
余
こ
く
の
中
に
に
た
る
所
な
し
と
申
剥
き
l
侍
に
も

ヌ
ー

猶
過
て
、
め
つ
ら
し
く
あ
り
か
た
き
、
あ
ま
の
し
わ
さ
と
見

た
ま
へ
侍
れ
、
い
ま
の
世
ま
て
い
か
て
よ
み
残
し
侍
に
か

世
く
た
れ
り
と
は
思
ふ
へ
く
も
侍
ら
さ
り
け
り
、
も
ろ
く
の

ワ

み
ち
も
か
く
こ
そ
侍
ら
め
と
、
た
の
も
し
く
も
侍
か
な
、

カ
　
　
ー

右
歌
、
お
ほ
ろ
け
に
て
は
此
か
た
は
ら
に
た
ち
い
つ
へ

ヨ

き
事
と
も
見
え
侍
へ
ら
ね
は
、
と
か
く
さ
た
な
き
を
め
ん
は
く
に
て

侍
へ
き
に
こ
そ
、
返
1
以
左
為
勝
、

【
校
異
】

イ
　
海
辺
月
－
ナ
シ
　
（
支
）

（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）
、

・
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
ホ

ロ
　
勝
－
ナ
シ
　
（
書
）

続
後
援
、
秋
中
　
（
衆
）
　
　
二

る
イ

月
み
ん
1
月
み
む
　
（
書
）
、

ハ
　
続
後
撰
－
ナ
シ

は
イ

煙
も
－
煙
も
　
（
書

月
み
ん
　
（
内
・
支
・

衆
・
群
）
　
へ
　
し
態
に
－
し
は
さ
か
　
（
支
）
　
ト
　
わ
か
の
う
ら
や
－
わ
か

の
う
ら
　
（
支
）
　
チ
　
な
か
れ
－
み
な
と
　
（
群
）
　
リ
　
を
き
－
ナ
シ
　
（
書
）

ヌ
　
見
た
ま
へ
侍
れ
－
見
給
へ
れ
は
　
（
内
・
栗
・
群
）
　
ル
　
侍
ら
さ
り
け
り

－
侍
ら
さ
り
け
る
　
（
書
）
　
ヲ
　
も
ろ
く
の
－
も
の
を
　
（
書
）
　
ワ
　
か
く

こ
そ
－
か
く
　
（
書
・
内
・
支
・
架
・
群
）
　
力
　
右
歌
－
右
の
歌
　
（
支
・
衆
・

群
）
　
∃
　
見
え
侍
へ
ら
ね
は
1
み
え
ね
は
　
（
書
）

【
他
書
所
伝
】

（
左
歌
）

『
秋
風
抄
』
秋
歌
・
八
〇
・
「
御
歌
合
、
海
辺
月
」
・
院
御
製

塩
竃
の
浦
の
け
ぶ
り
引
た
え
に
け
り
月
み
む
と
て
の
海
士
の
し
わ
ざ
に

『
続
後
探
和
歌
集
』
秋
歌
中
二
二
四
八
・
「
十
首
歌
合
に
、
海
辺
月
と
い
へ
る
心

を
よ
ま
せ
給
う
け
る
」
・
太
上
天
皇

L
は
が
ま
の
う
ら
の
け
ぶ
り
嘲
た
え
に
け
り
月
見
む
と
て
の
あ
ま
の
し
わ
ざ
に

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
（
海
辺
月
）
　
続
後
撲
・
四
一
四
八
・
太
上
天
皇

L
は
が
ま
の
浦
の
煙
咄
た
え
に
け
り
月
み
ん
と
て
の
あ
ま
の
し
わ
ざ
に

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
（
海
辺
秋
月
）
　
続
後
探
・
四
一
六
二
・
太
上
天
皇

塩
が
ま
の
う
ら
の
煙
咄
た
え
に
け
り
月
み
ん
と
て
の
あ
ま
の
し
わ
ざ
に

『
歌
枕
名
寄
』
七
二
九
二
・
（
海
辺
秋
月
）
　
続
後
六
・
太
上
天
皇

塩
が
ま
の
う
ら
の
け
ぶ
り
嘲
た
え
に
け
り
月
み
ん
と
て
の
あ
ま
の
し
わ
ざ
に

（
右
歌
）
　
ナ
シ

【
語
釈
】

①
海
辺
月
1
勅
撰
集
で
は
『
千
載
和
歌
集
』
に
　
「
な
が
め
や
る
心
の
は
て
ぞ
な

2



か
り
け
る
あ
か
し
の
お
き
に
す
め
る
月
影
」
　
（
秋
歌
上
・
二
九
一
・
「
海
辺
月
と

い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
」
・
俊
恵
）
、
家
集
で
は
『
従
三
位
頼
政
集
』
に
　
「
住

吉
の
松
の
木
ま
よ
り
見
渡
せ
ば
月
お
ち
か
か
る
あ
は
ぢ
畠
山
」
　
（
上
巻
・
二
〇
五

・
「
海
辺
月
」
）
　
と
あ
る
の
が
早
い
例
で
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
は
「
秋
の
夜
の

月
や
を
じ
ま
の
あ
ま
の
は
ら
あ
け
が
た
ち
か
き
お
き
の
つ
り
ぶ
ね
」
　
（
秋
歌
上
・

四
〇
三
・
「
和
歌
所
の
歌
合
に
、
海
辺
月
を
」
・
家
隆
）
の
ほ
か
、
建
永
元
年
（
一

二
〇
六
）
七
月
二
十
五
日
「
卿
相
侍
臣
歌
合
」
　
の
折
の
　
「
海
辺
月
」
題
の
歌
が
、

雑
歌
上
の
部
に
三
首
並
べ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
　
（
一
五
五
六
・
慈
円
、
一
五
五

七
・
定
家
、
一
五
五
八
・
秀
能
）
。
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
好
ま
れ
た
歌

題
で
あ
っ
た
。

②
塩
か
ま
の
浦
－
歌
枕
。
陸
前
。
今
の
宮
城
県
塩
釜
市
。
海
士
と
「
塩
焼
く
煙

を
よ
む
こ
と
が
平
安
末
期
以
後
は
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
た
」
　
と
片
桐
洋
一
氏
は

風
流
心
か
ら
の
よ
う
に
と
り
な
す
の
が
、
当
時
の
風
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
「
こ

こ
ろ
あ
る
を
じ
ま
の
海
人
の
た
も
と
か
な
つ
き
や
ど
れ
と
は
ぬ
れ
ぬ
も
の
か
ら
」

（
『
新
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
三
九
九
・
「
八
月
十
五
夜
和
歌
所
歌
合
に
、
海

辺
秋
月
と
い
ふ
こ
と
を
」
・
宮
内
卿
）
な
ど
。

④
わ
か
の
う
ら
－
歌
枕
。
今
の
和
歌
山
市
。
片
桐
洋
一
氏
は
『
和
歌
大
辞
典
』

に
　
「
い
っ
ぽ
う
、
「
和
歌
の
浦
」
　
の
　
「
和
歌
」
　
か
ら
　
「
歌
」
　
「
歌
道
」
　
な
ど
を
表

象
す
る
よ
う
に
な
る
の
も
平
安
後
期
か
ら
で
あ
る
」
　
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
和
歌
の
隆
盛
と
当
該
歌
合
の
晴
事
を
言
祝
ぐ
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
お
な
し
な
か
れ
－
和
歌
の
技
巧
で
は
「
五
十
鈴
川
」
　
「
飛
鳥
川
」
　
「
石
清
水
」

な
ど
と
と
り
合
わ
せ
、
「
同
じ
流
れ
」
　
を
「
一
貫
す
る
流
れ
」
　
の
意
で
　
「
川
の
流

れ
」
　
と
　
「
皇
統
」
　
の
意
味
を
重
ね
合
わ
せ
て
用
い
る
事
が
多
い
。
「
あ
ま
の
が
は

お
な
じ
な
が
れ
と
き
き
な
が
ら
わ
た
ら
む
こ
と

の
な
ほ
ぞ
か
な
し
き
」
　
（
『
後
拾

3

『
和
歌
大
辞
典
』
で
説
明
し
て
い
る
。
「
ふ
る
ゆ
き
に
た
く
も
の
煙
か
き
た
へ
て

さ
び
し
く
も
あ
る
か
し
は
が
ま
の
う
ら
」
　
（
『
新
古
今
和
歌
集
』
冬
歌
・
六
七
四

・
「
家
に
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
」
・
兼
実
）
　
等
が
先
行
例
。

③
海
士
の
し
態
に
ー
「
ふ
ね
の
う
ち
な
み
の
し
た
に
ぞ
お
い
に
け
る
あ
ま
の
し

珂
割
引
い
と
ま
な
き
世
や
」
　
（
『
千
五
百
番
歌
合
』
雑
一
・
千
三
百
八
十
二
番
左

二
一
七
六
四
・
良
経
）
　
「
は
る
の
日
の
の
ど
か
に
て
ら
す
お
ほ
ぞ
ら
に
む
れ
た
る

た
づ
の
あ
そ
ぶ
こ
ゑ
ご
ゑ
」
　
（
右
・
二
七
六
五
・
兼
宗
）
　
の
番
に
お
け
る
、
慈
円

の
判
歌
は
、
「
な
み
の
し
た
の
あ
ま
の
し
わ
ざ
に
く
ら
ぶ
れ
ば
そ
の
こ
と
と
な
き

た
づ
の
こ
ゑ
か
な
」
。
月
の
夜
に
、
塩
釜
の
浦
の
煙
が
絶
え
た
の
が
、
月
を
見
よ

う
と
て
の
海
士
の
し
わ
ざ
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
海
士
の

遺
和
歌
集
』
雑
一
・
八
八
八
・
周
防
内
侍
・
「
後
冷
泉
院
う
せ
た
ま
ひ
て
よ
の
う

き
こ
と
な
ど
お
も
ひ
み
だ
れ
て
こ
も
り
ゐ
て
は
べ
り
け
る
に
、
後
三
条
院
く
ら

ゐ
に
つ
か
せ
た
ま
ひ
て
の
ち
七
月
七
日
に
ま
ゐ
る
べ
き
よ
し
お
は
せ
ご
と
は
べ

り
け
れ
ば
よ
め
る
」
）
　
と
あ
り
、
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
下
巻
冒
頭
に
は
、
堀
河
院

の
崩
御
後
宮
仕
え
を
退
い
て
い
た
讃
岐
典
侍
が
院
の
後
を
継
い
で
即
位
し
た
鳥

羽
院
に
再
出
仕
し
た
と
き
の
心
境
を
、
さ
き
の
周
防
内
侍
の
歌
を
引
い
て
表
現

し
て
い
る
（
た
だ
し
第
四
句
が
　
「
わ
た
ら
む
こ
と
咄
」
）
。
周
防
内
侍
の
歌
で
は

後
冷
泉
院
の
後
を
継
い
だ
後
三
条
院
が
共
に
後
朱
雀
院
の
皇
子
で
あ
る
こ
と
を

「
お
な
じ
な
が
れ
」
　
と
表
現
し
て
い
た
。
当
該
歌
も
　
「
皇
統
」
　
の
意
が
前
面
に

出
て
お
り
、
「
お
な
し
な
か
れ
の
君
か
代
」
　
は
後
堀
河
天
皇
、
四
条
天
皇
の
時
代



の
断
絶
を
経
て
、
後
嵯
峨
院
の
御
代
に
土
御
門
天
皇
の
流
れ
が
復
活
し
た
こ
と

を
指
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
後
鳥
羽
院
1
土
御
門
院
1
後
嵯
峨
院
の
流
れ
を

も
指
し
て
い
る
か
。

⑥
月
を
み
る
ー
文
運
の
隆
盛
を
言
祝
ぎ
、
今
回
の
歌
合
の
晴
儀
に
参
加
で
き
た

喜
び
を
隠
喩
と
し
て
表
現
し
て
い
よ
う
。

⑦
業
平
朝
臣
わ
か
み
か
と
六
十
余
こ
く
の
中
に
に
た
る
所
な
し
と
中
を
き
侍
－

（
な
ど
）
　
と
は
、
思
う
べ
く
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
諸
々
の
道
も
ま
っ
た

く
こ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
頼
も
し
う
も
ご
ざ
い
ま
す
。
右
歌
は
、
な
み
た

い
て
い
で
は
こ
の
　
（
左
歌
の
）
　
傍
ら
に
立
ち
出
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
思
わ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
あ
れ
こ
れ
と
沙
汰
　
（
批
判
）
　
が
な
い
の
を
　
（
せ
め
て
の
）
　
面
目

と
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
ど
う
考
え
て
も
左
を
も
っ
て
勝
と
い
た
し
ま
す
。

『
伊
勢
物
語
』
第
八
十
一
段
に
　
「
わ
が
み
か
ど
六
十
余
国
の
中
に
、
塩
竃
と
い

（
五
十
四
番
）

ふ
所
に
似
た
る
所
な
か
り
け
り
」
　
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
指
摘
。

【
通
釈
】

五
十
三
番
　
　
海
辺
月

左
　
（
歌
）
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
　
（
後
嵯
峨
院
）

塩
釜
の
浦
の
煙
も
絶
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
、
（
塩
焼
く
煙
に
遮
ら
れ
る
こ
と

な
く
）
　
月
を
見
よ
う
と
て
の
、
海
士
の
　
（
風
流
な
）
　
し
わ
ざ
の
た
め
に
。

右
　
（
歌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
明
門
院
）
　
小
宰
相

和
歌
の
浦
　
（
の
文
運
盛
ん
な
こ
の
時
）
　
よ
、
同
じ
流
れ
の
君
の
御
代
に
　
（
私

も
）
　
再
び
立
ち
出
　
（
る
こ
と
が
で
き
）
　
て
、
（
光
栄
に
も
）
　
月
　
（
の
如
く
あ
き
ら

か
な
歌
合
の
晴
儀
と
歌
）
　
を
見
る
こ
と
だ
。

〔
判
詞
〕
　
左
　
（
歌
）
　
は
、
こ
の
塩
釜
の
浦
こ
そ
、
業
平
朝
臣
が
　
「
帝
の
治
め
る

わ
が
国
六
十
会
国
の
中
で
　
（
他
に
）
　
似
た
所
が
な
い
」
　
と
申
し
お
き
ま
し
た
の

に
も
猶
過
ぎ
て
、
（
こ
の
絶
景
の
所
以
を
）
　
珍
し
く
有
難
い
、
海
士
の
し
わ
ざ
と

御
解
し
な
さ
い
ま
し
た
。
い
ま
の
世
ま
で
ど
う
し
て
　
（
こ
ん
な
視
点
を
）
　
詠
み

残
し
て
ご
ざ
い
ま
し
た
の
か
。
（
こ
ん
な
例
を
見
る
と
、
次
第
に
）
　
世
が
下
っ
た

五
十
四
番

左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
政
大
臣

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
③
　
　
　
　
イ
ー

産
そ
よ
く
難
波
の
浪
の
数
く
に
身
に
し
め
と
す
む
月
の
影
哉

口

右
　
嘲
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
成
卿
女

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
は
る
な
よ
月
を
は
袖
の
秋
の
夜
に
も
し
は
た
れ
て
も
す
ま
の
う
ら
人

ヽ′

r

l
l
l

難
波
の
な
み
の
数
ノ
＼
に
身
に
し
め
と
す
む
と
い
へ
る

⑥
巨
l
い
レ
n
l
l

け
し
き
、
さ
こ
そ
と
す
て
か
た
く
侍
に
、
し
は
る
な
よ
月
を
は

袖
の
と
て
、
も
し
は
た
れ
て
も
す
ま
の
う
ら
人
と
い
へ
る
心

詞
妖
艶
の
す
か
た
、
こ
と
に
よ
ろ
し
く
侍
に
や
、
と
ふ
人

⊥
ド
ー
ー
l
l
l
l
l
l
l
－

あ
ら
は
と
い
へ
る
本
尊
の
心
に
も
ゆ
つ
り
て
、
勝
と
申
へ
き
に
や
、

4

【
校
異
】

イ
　
と
ー
て
　
（
群
）
　
ロ
　
勝
－
ナ
シ
　
（
書
）
　
ハ
　
と
－
て
（
内
・
支
・
群
）



い
イ

二
　
け
し
き
－
景
気
　
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
ホ
　
本
苛
の
心
－
本
専
心

（
内
・
群
）
、
本
市
（
支
）
　
へ
　
勝
と
申
へ
き
に
や
－
勝
と
て
申
き
に
や
（
内
）

【
他
書
所
伝
】

（
左
歌
）
　
ナ
シ
　
（
右
歌
）
　
ナ
シ

【
本
歌
】

（
右
歌
）

『
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
下
・
九
六
二

田
む
ら
の
御
時
に
事
に
あ
た
り
て
つ
の
く
に
の
す
ま
と
い
ふ
所
に
こ
も
り

侍
り
け
る
に
、
宮
の
う
ち
に
侍
り
け
る
人
に
つ
か
は
し
け
る在
原
行
平

わ
く
ら
ば
に
と
ふ
人
あ
ら
ば
す
ま
の
浦
に
も
し
は
た
れ
つ
つ
わ
ぶ
と
こ
た
へ
よ

【
語
釈
】

①
崖
そ
よ
く
難
波
－
「
難
波
」
　
は
摂
津
国
の
歌
枕
。
『
万
葉
集
』
以
来
、
「
崖
」

と
の
と
り
合
わ
せ
で
海
辺
の
景
を
詠
ん
だ
例
が
多
い
。
「
月
」
　
を
詠
み
込
む
の
は

に
よ
ま
せ
給
し
時
、
草
花
露
を
」
・
実
兼
）
。

③
身
に
し
め
と
す
む
月
の
影
哉
－
「
身
に
し
み
よ
」
と
言
う
よ
う
に
、
月
影
が

澄
ん
で
い
る
様
子
。
「
む
ら
さ
き
に
た
な
び
く
く
も
の

た
え
ま
よ
り
み
に
し
む
つ

き
の
い
ろ
を
み
る
か
な
」
　
（
『
重
之
子
僧
集
』
・
四
七
・
「
よ
ぶ
か
き
つ
き
を
な
が

め
は
べ
り
て
」
）
。

④
し
ほ
る
な
よ
月
を
は
袖
の
秋
の
夜
に
－
「
し
ほ
る
」
　
は
「
絞
る
」
。
絞
ら
ず
に

濡
ら
し
た
ま
ま
で
、
袖
に
秋
の
月
を
宿
し
て
お
い
て
欲
し
い
と
い
う
願
う
。
「
副

の
よ
は
露
も
な
み
だ
も
あ
ま
る
と
も
し
ぼ
ら
じ
袖
に
や
ど
れ
月
か
げ
」
　
（
『
光
経

集
』
「
月
」
・
五
七
一
）
。
「
月
を
は
袖
の
」
　
は
　
「
昔
思
ふ
涙
の
そ
こ
に
や
ど
し
て

ぞ
月
を
ば
そ
で
の
物
と
し
り
ぬ
る
」
　
（
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
雑
歌
一
・
一
〇
七
五

・
「
五
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
時
」
・
守
覚
法
親
王
）
　
が
先
行
例
。

⑤
も
し
ほ
た
れ
て
も
す
ま
の
う
ら
人
－
「
も
し
ほ
た
る
」
　
は
海
藻
に
海
水
を
か

け
て
塩
を
と
る
こ
と
。
袖
が
ぐ
っ
た
り
と
な
る
ほ
ど
涙
を
流
す
意
を
掛
け
る
。

5

「
袖
」
　
を
と
り
合
わ
せ
た
先
行
例
に
は
　
「
恋
を
の

み
す
ま
の
う
ら
び
と
も
し
ほ

「
な
に
は
え
の
あ
し
ま
に
や
ど
る
月
み
れ
ば
わ
が
身
ひ
と
つ
も
し
づ
ま
ざ
り
け

り
」
　
（
『
詞
花
和
歌
集
』
雑
上
・
三
四
七
・
「
神
祇
伯
顕
仲
ひ
ろ
た
に
て
歌
合
し
侍

る
と
て
、
寄
月
述
懐
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
て
と
こ
ひ
侍
り
け
れ
ば
っ
か
は
し
け

る
」
・
顕
輔
）
　
が
早
い
例
。
当
該
歌
合
に
も
五
十
六
番
右
・
公
相
　
「
を
し
て
る
や

難
波
の
空
の
夕
な
き
に
あ
し
の
末
は
を
出
る
月
影
」
　
が
あ
る
　
（
永
青
文
庫
本
以

外
は
全
て
　
「
難
波
の
浦
」
　
と
す
る
）
。

②
放
く
に
ー
波
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
。
「
か
ず
か
ず
に
月
の
ひ
か
り
も
う
つ
り

け
り
有
明
の
庭
の
露
の
た
ま
萩
」
　
（
『
夫
木
和
歌
抄
』
秋
部
二
・
「
三
十
首
歌
人
人

た
れ
ほ
し
あ
へ
ぬ
袖
の
は
て
を
し
ら
ぼ
や
」
　
（
『
新
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
二
・
一

〇
八
三
・
「
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
恋
歌
」
・
良
経
）
　
が
あ
る
。

い
イ

⑥
け
し
き
－
歌
論
用
語
「
景
気
」
。
詞
に
よ
っ
て
視
覚
的
な
映
像
・
情
趣
が
感
じ

ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。

【
通
釈
】

五
十
四
番

左
　
（
歌
）

太
政
大
臣
　
（
西
園
寺
実
氏
）

蕊
の
そ
よ
ぐ
難
波
の
浪
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、
「
身
に
し
み
よ
」
　
と
澄
む
月
の



光
で
あ
る
よ
。

右
　
（
歌
）
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
成
卿
女

藻
塩
が
垂
れ
て
も
　
（
袖
を
）
　
絞
る
な
よ
、
須
磨
の
浦
人
よ
。
月
が
袖
に
宿
る

秋
の
夜
に
。

〔
判
詞
〕
「
難
波
の
狼
の
数
〈
に
身
に
し
め
と
す
む
」
と
い
う
景
色
は
さ
ぞ
や
、

と
捨
て
が
た
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
「
し
は
る
な
よ
月
を
は
袖
の
」
　
と
い
っ
て
　
「
も

し
は
た
れ
て
も
す
ま
の
う
ら
人
」
　
と
い
う
心
詞
の
妖
艶
の
体
は
、
殊
更
に
よ
ろ

し
く
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
「
と
ふ
人
あ
ら
ば
」
　
と
い
う
本
歌
の
心
に
も
お

譲
り
し
て
、
（
右
歌
を
）
　
勝
と
申
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

（
五
十
五
番
）

新
劇

廓

後

撰

　

　

②

　

　

　

　

　

　

③

　

　

　

一

「

難
波
か
た
あ
ま
の
た
く
な
は
な
か
し
と
も
思
ひ
そ
は
て
ぬ
秋
の
夜
の
月

庫

－

1

－

1

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
雄

④
　
　
　
　
　
　
（
－
I
L
W

昔
よ
り
き
く
や
明
石
の
浦
の
名
も
空
に
し
ら
る
ゝ
秋
の
よ
の
月

⑥

左
、
あ
ふ
人
か
ら
の
秋
の
夜
、
あ
ま
の
た
く
な
は
に
ひ
き
な
さ
れ

⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
帖
レ
「

て
よ
ろ
し
く
侍
に
こ
そ
、
右
、
明
石
の
う
ら
の
名
此
程

レ

　

　

　

　

　

　

ヲ

お
は
く
め
な
れ
侍
を
も
ち
て
負
侍
へ
し
、

【
校
異
】

イ
　
勝
－
ナ
シ
　
（
書
）
　
ロ
　
通
忠
－
権
大
納
言
通
忠
　
（
書
・
内
・
支
・
衆
・

群
）
　
ハ
　
続
後
撰
1
ナ
シ
　
（
書
・
内
・
支
・
群
）
、
続
後
撲
、
秋
中
（
衆
）

二
　
思
ひ
そ
ー
思
ひ
も
　
（
群
）
　
ホ
　
実
雄
－
権
大
納
言
実
雄
　
（
書
・
内
・
支

・
架
・
群
）
　
へ
　
名
も
ー
浪
（
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
ト
　
侍
に
こ
そ
－
侍

も
イ

る
に
　
（
内
・
群
）
、
侍
る
（
支
）
、
侍
る
に
や
（
衆
）
　
チ
　
此
－
こ
そ
　
（
書
）
、

こ
の
　
（
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
リ
　
お
は
く
ー
ナ
シ
　
（
支
）
　
ヌ
　
め
な
れ
－

め
さ
れ
て
　
（
内
・
架
）
、
た
め
さ
れ
て
　
（
支
）
、
め
な
れ
て
　
（
群
）
　
ル
　
も
ち

て
1
も
て
　
（
群
）
　
ヲ
　
侍
へ
し
－
侍
れ
か
し
　
（
書
）

【
他
書
所
伝
】

（
左
歌
）

『
続
後
探
和
歌
集
』
秋
歌
中
・
三
五
六
・
「
十
首
歌
合
に
、
海
辺
月
」
・
右
近
大

将
通
忠

な
に
は
が
た
あ
ま
の
た
く
な
は
な
が
L
と
も
お
も
ひ
ぞ
は
て
ぬ
秋
の
夜
の
月

『
歌
枕
名
寄
』
難
波
篇
二
二
六
二
四
・
「
続
後
六
」
・
右
大
将
通
忠

な
に
は
が
た
あ
ま
の
た
く
な
は
な
が
L
と
も
思
ひ
ぞ
は
て
ぬ
秋
の
夜
の
月

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
四
一
四
九
・
「
同
（
続
後
撲
）
」
右
大
将
通
忠

な
に
は
が
た
あ
ま
の
た
く
な
は
な
が
L
と
も
思
ひ
ぞ
は
て
ぬ
秋
の
よ
の
月

（
右
歌
）
　
ナ
シ

【
本
歌
】

（
左
歌
）
『
古
今
和
歌
集
』
恋
三
・
六
三
六
・
「
題
し
ら
ず
」
・
窮
恒

6

な
が
L
と
も
思
ひ
ぞ
は
て
ぬ
昔
よ
り
逢
ふ

人
か
ら
の
秋
の
よ
な
れ
ば



【
語
釈
】

①
難
波
か
た
ー
摂
津
国
の
歌
枕
。
「
わ
す
れ
じ
な
矧
測
叫
秋
の
よ
は
の
そ
ら
こ
と

浦
に
す
む
相
は
み
る
と
も
」
　
（
『
新
古
今
和
歌
集
』
秋
上
・
四
〇
〇
・
「
八
月
十

五
夜
和
歌
所
歌
合
に
、
海
辺
秋
月
と
い
ふ
こ
と
を
」
・
宜
秋
門
院
丹
後
）
。

②
あ
ま
の
た
く
な
は
－
海
人
が
潜
水
す
る
際
に
、
腰
に
結
び
つ
け
る
拷
縄
。
「
拷

縄
」
　
は
、
命
綱
を
意
味
す
る
と
も
言
う
。
こ
こ
で
は
、
「
な
が
し
」
を
導
く
序
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
伊
勢
の
海
に
は
へ
て
も
あ
ま
る
た
く
な
は
の
長
き
心

は
我
ぞ
ま
さ
れ
る
」
　
（
『
後
探
和
歌
集
』
恋
一
・
五
七
九
・
「
心
み
じ
か
き
や
う
に

き
こ
ゆ
る
人
な
り
と
い
ひ
け
れ
ば
」
・
読
人
不
知
）
。

③
な
か
し
と
も
－
「
長
し
」
　
は
、
拷
縄
が
長
い
、
の
意
と
、
秋
の
夜
が
長
い
、

の
意
を
掛
け
る
。

④
明
石
の
浦
の
名
も
ー
「
明
石
の
浦
」
　
は
、
播
磨
国
の
歌
枕
。
地
名
は
、
月
の

名
所
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
「
名
」
に
は
、
名
声
・
評
判
の
意
も
あ
る
。
「
秋

の
よ
の
月
ゆ
ゑ
え
た
る
嘲
叫
利
を
雲
に
あ
ら
し
の
つ
げ
て
過
ぎ
ぬ
る
」
　
（
『
最
勝

四
天
王
院
和
歌
』
明
石
浦
二
五
二
・
慈
円
）
、
「
呵
司
が
た
相
に
み
え
行
く
潤

叫
利
を
副
と
ふ
人
や
到
q
u
利
ら
ん
」
　
（
『
建
保
名
所
百
首
』
明
石
浦
・
五
八
六

・
範
宗
）
、
「
か
か
り
け
る
あ
き
の
今
夜
の
月
よ
り
や
う
ら
を
あ
か
し
の
名
に
さ

だ
め
け
む
」
　
（
『
名
所
月
合
』
二
二
番
右
・
四
四
・
為
家
）
。

⑤
空
に
し
ら
る
ゝ
－
空
に
は
っ
き
り
と
分
か
る
、
の
意
。
「
る
る
」
　
は
自
発
の
助

動
詞
。
「
こ
れ
や
こ
の
あ
か
し
の
う
ら
と
と
は
ず
と
も
そ
ら
に

し
ら
る
る
月
の
か

げ
か
な
」
　
（
『
有
房
集
』
一
九
七
　
「
た
か
ま
つ
の
み
や
の
う
た
あ
は
せ
に
、
と
こ

ろ
に
よ
り
て
月
あ
か
し
と
い
ふ
こ
と
を
」
）
。

⑥
ひ
き
な
さ
れ
て
－
「
ひ
き
な
す
」
　
は
、
意
識
的
に
引
き
つ
け
る
、
の
意
。
本

歌
は
、
長
い
と
言
わ
れ
る
秋
の
夜
も
、
逢
う
人
次
第
で
、
長
く
も
短
く
も
感
じ

ら
れ
る
、
と
い
う
恋
歌
。
通
忠
歌
で
は
、
難
波
潟
で
秋
の
夜
の
月
を
眺
め
て
い

る
と
、
夜
が
長
い
と
思
い
定
め
る
こ
と
は
な
い
、
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑦
明
石
の
う
ら
の
名
此
程
お
ほ
く
め
な
れ
侍
－
④
に
掲
げ
た
例
の
ほ
か
、
『
院
御

歌
合
』
で
は
、
他
に
、
五
十
八
番
左
（
為
経
）
・
六
十
五
番
左
（
越
前
）
が
、
「
明

石
」
　
の
　
「
月
」
を
詠
じ
る
。
為
経
歌
に
つ
い
て
、
為
家
は
、
「
さ
き
に
申
侍
り
つ

る
明
石
の
浦
此
は
と
繁
昌
し
侍
に
や
」
と
評
し
て
い
る
。

【
通
釈
】

五
十
五
番

左
　
（
歌
）
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
）
　
通
忠

海
人
の
拷
縄
が
長
い
よ
う
に
、
秋
の
夜
を
長
い
と
も
す
っ
か
り
思
い
込
む
わ

け
に
も
い
か
な
い
な
。
難
波
潟
で
、
（
今
宵
の
美
し
い
）
秋
の
夜
の
月
を
眺
め
て

い
る
と
、
（
思
わ
ぬ
う
ち
に
早
く
時
間
が
過
ぎ
て
）
。

右
　
（
歌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
実
雄

昔
か
ら
（
音
に
）
聞
い
て
い
る
明
石
の
浦
の
名
も
、
秋
の
夜
の
月
に
よ
っ
て
、

空
に
は
っ
き
り
と
分
か
る
こ
と
だ
。

〔
判
詞
〕
　
左
　
（
の
歌
）
　
は
、
「
あ
ふ
人
か
ら
の
秋
の
夜
」
　
が
、
「
あ
ま
の
た
く
な

は
」
に
意
識
的
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
趣
向
が
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
右
（
の

歌
）
　
は
、
「
明
石
の
う
ら
の
名
」
　
に
注
目
し
て
詠
ん
だ
歌
が
、
こ
の
頃
多
く
目
慣

れ
て
い
ま
す
の
で
、
負
け
と
す
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

7



（
五
十
六
番
）

五
十
六
番
左
　
　
　
　
　
酢
刊
＝
定
雅

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
ロ
か
．
h
L
n
l
l
l
l
l
l
l

わ
た
の
原
空
も
ひ
と
つ
に
見
わ
た
せ
は
う
つ
ら
ぬ
月
に
波
そ
か
1
れ
る

右
酢
　
　
　
　
　
俳
画

③
　
　
　
沐
l

を
し
て
る
や
難
波
の
淫
の
夕
な
き
に
あ
し
の
末
は
を
出
る
月
影

「

l

l

　

　

　

　

　

　

　

ト

左
、
下
旬
お
ろ
か
な
る
心
ま
と
ひ
て
、
わ
き
ま
へ
伺
引
刊
、

伊
l海
よ
り
出
て
浪
に
入
、
よ
ひ
の
ま
、
暁
か
た
な
と
の
こ
と
に

侍
に
や
、
さ
な
く
て
は
う
つ
ら
ぬ
月
に
か
1
る
波
思
よ
る
へ
き

匝
　
　
　
－

事
と
も
お
ほ
え
侍
ら
す
、
右
、
さ
せ
る
と
か
侍
ら
ね
は
、

Pllllllll

や
す
き
に
つ
き
て
以
右
為
勝
、

・
支
・
群
）
、
ナ
シ
　
（
衆
）

【
他
書
所
伝
】

（
左
歌
）
　
ナ
シ

（
右
歌
）

『
新
拾
遺
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
三
九
六
・
「
宝
治
元
年
十
首
歌
合
に
、
海
辺
月
」

・
冷
泉
前
太
政
大
臣

お
し
て
る
や
難
波
の
外
項
の
夕
な
ぎ
に
産
の
末
葉
を
出
づ
る
月
影

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
海
辺
月
・
四
一
五
六
・
「
同
　
〔
新
拾
〕
」
・
冷
泉
前
太
政

大
臣
お
し
て
る
や
な
に
は
の
樹
の
夕
な
ぎ
に
崖
の
末
ば
を
い
づ
る
月
影

【
語
釈
】

①
わ
た
の
原
空
も
ひ
と
つ
に
見
わ
た
せ
は
－
海
と
空
と
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
見

8

【
校
異
】

イ
　
権
大
　
－
　
権
大
納
言
　
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）

か
へ
イ

ロ
　
う
つ
ら
ぬ
－
う
つ

ら
ぬ
　
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
　
ハ
　
勝
－
ナ
シ
　
（
書
）
　
ニ
　
公
相
－
権

大
納
言
公
相
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
ホ
　
空
⊥
紹
搬
（
書
・
内
・
支
・

衆
・
群
）
　
　
へ
　
ま
と
ひ
て
－
ま
よ
ひ
て
　
（
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
ト
　
侍
ら

す
－
み
侍
ら
す
　
（
書
）
　
　
チ
　
海
－
川
　
（
支
）
　
リ
　
さ
な
く
て
は
－
さ
な
ら

て
は
　
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
　
ヌ
　
お
ほ
え
ー
思
　
（
内
・
支
・
衆
・
群
）

ル
　
侍
ら
ね
は
－
侍
ら
ぬ
（
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
ヲ
　
や
す
き
ー
さ
す
か
（
内

え
る
情
景
を
指
す
。
月
が
と
も
に
詠
み
込
ま
れ
た
例
に
は
、
「
わ
た
の
は
ら
し
ほ

ぢ
は
可
封
と
叫
日
刊
に
て
く
も
の
瑚
鋤
よ
り
い
づ
る
相
か
げ
」
　
（
『
頼
輔
集
』
三

一
・
「
お
な
じ
家
　
（
右
大
臣
家
）
　
の
会
、
う
み
の
よ
の
月
」
）
、
「
お
ほ
空
と
ひ
と

つ
に
す
め
る
水
う
み
の
波
路
よ
り

こ
そ
月
は
出
で
け
れ
」
　
（
『
三
井
寺
新
羅
社
歌

合
』
湖
上
月
・
四
五
・
信
親
）
　
な
ど
が
あ
る
。

か
へ
イ

②
う
つ
ら
ぬ
月
－
諸
本
「
う
つ
ら
ぬ
月
」
と
あ
り
、
永
青
文
庫
本
の
異
本
注
記

に
合
致
す
る
本
文
は
み
ら
れ
な
い
。
判
詞
後
半
部
の
　
「
う
つ
ら
ぬ
月
」
　
の
部
分

に
は
異
同
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
諸
本
に
従
う
べ
き
か
。
但
し
判
詞
で

も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
海
面
に
映
ら
な
い
月
に
波
が
か
か
る
と
い
う
情
景
は

想
起
し
に
く
い
。
「
う
つ
ら
ぬ
」
　
に
は
あ
る
い
は
　
「
移
ら
ぬ
」
　
の
意
味
の
層
が
あ



り
、
静
止
し
た
状
態
の
月
を
詠
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。

こ
う
し
た
あ
い
ま
い
な
表
現
が
、
判
者
為
家
の
非
難
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
か
。

③
難
波
の
空
1
「
空
」
　
は
、
諸
本
に
従
い
　
「
う
ら
」
　
と
あ
る
べ
き
か
。
永
青
文

庫
本
の
親
本
ま
で
の
段
階
で
、
仮
名
表
記
　
「
そ
」
　
と
　
「
う
」
　
の
字
体
類
似
に
よ

る
誤
写
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
う
つ
ら
ぬ
月
に
か
ゝ
る
波
思
よ
る
へ
き
事
と
も
お
ほ
え
侍
ら
す
－
一
般
的
に
、

に
入
る
　
（
よ
う
に
見
え
る
）
、
宵
の
間
や
明
け
方
な
ど
の
情
景
を
詠
ん
だ
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
う
で
な
く
て
は
う
つ
ら
な
い
月
に
波
が
か
か
る
情
景
は
考
え
つ
く

と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
右
（
歌
）
は
取
り
立
て
て
欠
宜
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
っ
さ
り
と
し
て
い
る
と
い
う
点
に
よ
り
右
　
（
歌
）
　
を
勝
と
し
ま
す
。

（
五
十
七
番
）

「
あ
き
の
海
に
う
つ
れ
る
月
を
立
ち
か
へ
り
浪
は
あ
ら
へ
ど
色
も
か
は
ら
ず
」

（
『
後
撰
和
歌
集
』
秋
中
・
三
二
二
・
清
原
深
養
父
）
、
「
月
に
浪
か
か
る
を
り
ま

た
あ
り
き
や
と
ふ
け
ゐ
の
浦
の
あ
ま
に
と
は
ば
や
」
　
（
『
増
基
法
師
集
』
六
・
「
月

の
海
の
お
も
に
や
ど
れ
る
を
、
狼
の
し
き
り
あ
ら
ふ
を
見
て
」
）
　
な
ど
の
よ
う
に

海
面
に
映
っ
た
月
に
波
が
か
か
る
と
い
う
情
景
を
詠
む
こ
と
が
多
い
点
を
為
家

は
念
頭
に
お
い
て
い
る
か
。

【
通
釈
】

五
十
六
番

左
　
（
歌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
納
言
　
（
源
）
　
定
雅

大
海
原
も
空
も
ひ
と
つ
に
な
っ
た
様
子
を
見
渡
す
と
、
う
つ
ら
な
い
月
に
波

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

右
　
（
歌
）
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
園
寺
）
　
公
相

難
波
の
浦
が
夕
凪
を
迎
え
た
今
、
産
の
菜
の
先
あ
た
り
か
ら
の
ぼ
っ
て
く
る

月
で
あ
る
こ
と
よ
。

〔
判
詞
〕
　
左
　
（
歌
の
）
　
下
旬
は
　
（
私
の
）
　
愚
か
な
心
が
困
惑
し
て
、
歌
意
を
理

解
で
き
ま
せ
ん
。
（
月
が
）
　
海
面
よ
り
の
ぼ
っ
て
　
（
そ
れ
に
波
が
か
か
り
）
波
間

け
l
l
l
l
l
l
　
　
　
ロ

稲
刈
＝
　
公
基
公
も
と
古
本

ハ
．
1
ま
イ
①
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

秋
の
夜
の
月
に
そ
み
か
く
玉
く
し
け
ふ
た
み
の
う
ら
に
よ
す
る
白
波

呂
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顎
l
i
l
l
〇
〇
〇
〇
〇

右
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
教
朝
臣
イ

ト
院
陵
撰
⑤
　
⑥
　
　
　
　
　
　
け
上
F
l
l
l
l
l
－

ま
す
鏡
み
ぬ
め
の
浦
は
名
の
み
し
て
お
な
し
影
な
る
秋
の
夜
の
月

り

月
に
そ
み
か
く
玉
匝
ふ
た
み
の
浦
、
そ
の
ゆ
へ
侍
吋
、
ま
す

か
1
み
み
ぬ
め
の
う
ら
は
名
の
み
し
て
お
な
し
か
け
な
る
と

⑦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

声

－

1

1

1

思
よ
り
侍
は
、
い
さ
1
か
め
つ
ら
し
く
侍
に
や
、
玉
匝
よ
り

－

　

　

　

「

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

F

l

l

l

l

　

蹄

　

　

－

も
見
所
侍
る
、
ま
す
か
ゝ
み
吋
心
う
つ
り
侍
ぬ
る
、
ひ
か
め

に
こ
そ
侍
ら
め
、
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【
校
異
】

イ
　
権
大
　
－
　
権
大
納
言
　
（
書

ナ
シ
　
（
書
・
内
・
支
）
　
　
ハ

内
・
支
・
衆
・
群
）
　
ロ
　
公
も
と

は
イの
－
は
　
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）

古
本
－

二

　

勝



ー
ナ
シ
　
（
書
）
　
ホ
　
為
教
朝
臣
イ
ー
為
教
朝
臣
　
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）

へ
　
続
後
撰
－
ナ
シ
　
（
書
・
内
・
支
・
群
）
、
続
後
撲
、
秋
中
　
（
衆
）
　
ト
　
は

ー
の
　
（
内
・
支
）
　
チ
　
名
の
み
－
な
こ
り
　
（
支
）
　
リ
　
に
ー
に
や
　
（
衆
）

ヌ
　
よ
り
も
ー
よ
り
　
（
支
）
　
　
ル
　
侍
る
－
ナ
シ
　
（
内
・
支
・
衆
・
群
）

ヲ
　
に
心
－
心
に
（
支
）
　
ワ
　
侍
ぬ
る
－
ぬ
る
（
内
・
支
）
、
ぬ
る
か
　
（
支
）
、

侍
る
め
る
　
（
衆
）
、
ぬ
　
（
群
）
　
力
　
ひ
か
め
1
日
　
（
支
）

【
他
書
所
伝
】

（
左
歌
）
　
ナ
シ

（
右
歌
）

『
続
後
撲
和
歌
集
』
秋
歌
中
・
三
四
九
・
「
（
十
首
歌
合
に
、
海
辺
月
と
い
へ
る

心
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
）
」
・
藤
原
為
教
朝
臣

ま
す
か
が
み
み
ぬ
め
の
う
ら
は
名
の
み
し
て
お
な
じ
か
げ
な
る
秋
の
よ
の
月

『
歌
枕
名
寄
』
三
大
女
浦
・
四
三
五
八
・
「
続
後
六
　
月
」
・
右
兵
衛
督
為
教

ま
す
か
が
み
み
ぬ
め
の
う
ら
は
名
の
み
し
て
お
な
じ
か
げ
な
る
秋
の
よ
の
月

【
語
釈
】

①
月
に
そ
み
か
く
－
こ
の
詞
つ
づ
き
で
の
例
は
少
な
く
、
先
行
例
と
し
て
は
「
あ

は
縁
語
。

②
玉
く
し
け
－
化
粧
道
具
を
入
れ
る
櫛
笥
の
美
称
。
「
恋
ひ
つ
つ
も
今
日
は
あ
ら

め
ど
玉
く
し
げ
明
け
な
む
明

日
を
い
か
に
暮
ら
さ
む
」
　
（
巻
第
十
二
・
二
八
八
四

・
（
「
正
に
心
緒
を
述
ぶ
る
」
）
）
等
、
『
万
葉
集
』
よ
り
用
例
が
み
え
る
。
当
該
歌

で
は
、
四
旬
日
の
二
見
の
浦
に
か
か
る
枕
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

③
ふ
た
み
の
う
ら
－
二
見
の
浦
。
播
磨
国
と
伊
勢
国
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
地

が
あ
り
、
作
例
も
両
方
確
認
さ
れ
る
。
櫛
笥
の
縁
語
「
蓋
」
　
の
連
想
か
ら
二
見

浦
と
詠
み
込
ま
れ
る
例
の
早
い
も
の
と
し
て
、
「
ゆ
ふ
づ
く
よ
お
ぽ
っ
か
な
き
を

玉
匝
ふ
た
み
の
浦
は
曙
て
こ
そ
見
め
」
（
『
古
今
和
歌
集
』
輯
旅
歌
・
四
一
七
・
（
詞

書
省
略
）
・
兼
輔
）
　
が
み
え
る
。
「
玉
匝
ふ
た
み
の
う
ら
の
秋
の
月
あ
け
ま
く
つ

ら
き
あ
た
ら
夜
の
空
」
（
『
拾
遺
愚
草
』
院
五
十
首
建
仁
元
年
・
秋
二
八
〇
一
）
、

瑚
叫
相
ひ
か
り
ぞ
ま
さ
る
割
引
山
河
扇
田
胡
叫
引
引
叫
明
方
の
空
」

（
『
正
治

01

後
度
百
首
』
暁
・
六
二
・
後
鳥
羽
院
）
等
は
、
兼
輔
詠
の
影
響
を
受
け
た
例
。

④
白
波
－
白
く
た
つ
波
の
意
。
「
あ
け
て
み
る
か
ひ
も
あ
る
か
な
た
ま
く
し
げ
ふ

た
み
の
う
ら
に
よ
す
る
し
ら
な
み
」

（
『
伊
勢
大
輔
集
』
一
五
六
・
「
か
た
た
が
ふ
、

と
て
人
の
も
と
に
い
き
た
り
し
に
、
い
へ
あ
る
じ
の
ち
ご
に
丁
子
を
い
れ
て
と

き
ら
け
き
み
か
げ
に
な
る
る
池
水
を
月
に
ぞ
み
が
く
よ
ろ
づ
よ
の
秋
」
　
（
『
建
保

六
年
八
月
中
殿
御
会
』
二
五
・
信
実
）
　
が
み
え
る
。
当
該
歌
と
ほ
ぼ
同
時
代
の

例
と
し
て
は
、
「
白
妙
に
な
み
の
よ
せ
く
る
五
つ
島
月
に
ぞ
み
が
く
お
き
つ
塩
風
」

（
『
建
長
三
年
九
月
十
三
夜
影
供
歌
合
』
百
二
十
五
番
左
・
名
所
月
・
二
四
九
・

雅
言
）
、
「
く
も
り
な
く
こ
は
り
て
こ
ゆ
る
冬
の
夜
の
月
に
ぞ
み
が
く
い
け
の
か

が
み
は
」
　
（
『
実
材
母
集
』
五
九
四
）
　
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
み
か
く
」
　
と
　
「
玉
」

ら
せ
た
り
し
か
ば
、
お
や
の
お
こ
せ
た
り
し
」
）
、
「
月
影
の
ふ
た
み
の
う
ら
に
か

た
ぶ
け
ば
か
が
み
を
あ
ら
ふ
お
き
つ
副
測
」
（
『
出
観
集
』
秋
・
四
二
六
・
「
暁
望

浦
月
」
）
　
等
の
先
行
例
が
み
え
る
。

⑤
ま
す
鏡
－
「
ま
そ
か
が
み
」
等
と
も
。
よ
く
澄
ん
で
は
っ
き
り
映
る
鏡
が
原

義
。
「
見
る
」
　
「
影
」
な
ど
に
掛
か
る
枕
詞
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

⑥
み
ぬ
め
の
浦
－
敏
馬
の
浦
。
摂
津
国
の
歌
枕
。
「
ま
す
鏡
」
は
「
み
ぬ
め
」
　
の



枕
詞
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
先
行
例
と
し
て
は
「
ま
そ
鏡
敏
馬
の
浦
は
百
舟

の
過
ぎ
て
行
く
べ
き
浜
な
ら
な
く
に
」
　
（
『
万
葉
集
』
巻
第
六
・
雑
歌
二
〇
六

六
・
「
反
歌
二
首
」
）
等
、
早
く
か
ら
認
め
ら
れ
る
。
当
該
歌
で
は
「
見
ぬ
」
　
の

意
を
掛
け
て
お
り
、
「
わ
が
恋
は
君
を
み
ぬ
め
の
う
ら
に
よ
る
な
み
の
し
た
く
さ

か
わ
く
ま
ぞ
な
き
」
　
（
『
林
下
集
』
二
〇
八
・
「
（
恋
廿
首
よ
み
L
に
）
」
）
、
「
剖

に
だ
に
み
ぬ
め
の
浦
に
す
む
あ
ま
は
袖
に
た
ま
ら
ぬ
玉
や
ひ
ろ
は
ん
」
　
（
『
壬
二

集
』
院
百
首
・
恋
・
八
七
二
）
、
「
わ
す
れ
貝
そ
れ
も
思
ひ
の
種
た
え
て
人
を
み

叫
嘲
叫
副
み
て
ぞ
ぬ
る
」
　
（
『
拾
遺
愚
草
』
内
大
臣
家
百
首
・
恋
廿
五
首
・
〓

七
二
）
、
「
秋
の
鹿
わ
が
身
こ
す
浪
ふ
く
風
に
つ
ま
を
み
ぬ
め
の
う
ら
み
て
ぞ
鳴

引
」
　
（
同
・
権
大
納
言
家
三
十
首
・
二
〇
六
八
・
「
海
辺
鹿
」
）
、
「
割
判
か
が
み
み

叫
瑚
叫
潮
の
名
も
し
ら
ず
た
が
お
も
か
げ
に
か
け
て
こ
ふ
ら
む
」
　
（
『
光
明
峰
寺

摂
政
家
歌
合
』
廿
番
・
寄
衣
恋
・
三
九
・
親
季
）
　
等
、
恋
の
情
趣
で
詠
み
込
ま

れ
る
先
行
例
が
多
く
、
為
家
判
　
「
い
さ
1
か
め
つ
ら
し
く
侍
に
や
」
　
は
そ
の
点

左
　
（
歌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
納
言
（
西
園
寺
）
　
公
基

秋
の
夜
の
月
に
こ
そ
　
（
照
ら
さ
れ
て
）
ま
さ
に
光
り
輝
い
て
い
る
、
二
見
浦

に
寄
せ
る
白
波
は
…

右
（
歌
）
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
為
教
朝
臣

敏
馬
の
浦
（
「
見
ぬ
め
の
浦
」
）
と
は
名
ば
か
り
で
他
と
同
じ
ぐ
ら
い
澄
ん
で

明
る
い
光
で
あ
る
秋
の
夜
の
月
よ
…

〔
判
詞
〕
　
「
月
に
そ
み
か
く
玉
匝
ふ
た
兄
の
浦
」
　
（
と
い
う
表
現
は
）
、
そ
の
由
緒

が
あ
り
ま
す
が
、
「
ま
す
か
1
見
み
ぬ
め
の
う
ら
は
名
の
み
し
て
お
な
し
か
け
な

る
」
と
（
い
う
表
現
に
）
思
い
あ
た
り
ま
す
の
は
、
や
や
珍
し
い
で
し
ょ
う
か
。

玉
匝
（
の
歌
）
　
よ
り
も
見
所
が
あ
り
ま
し
て
、
ま
す
か
ゝ
み
　
（
の
歌
）
　
に
心
が

移
り
　
（
映
り
）
ま
し
た
。
間
違
っ
た
見
方
で
し
ょ
う
か
。

1

1

（
五
十
八
番
）

を
指
摘
し
た
も
の
。
月
と
の
取
り
合
わ
せ
で
は
　
「
ま
す
鏡
み
ぬ
め
の
浦
は
波
の

う
へ
に
か
す
め
る
月
の
名
に
こ
そ
有
り
け
れ
」
　
（
『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
春
・
霞

・
四
三
・
知
家
）
　
が
先
行
例
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。

⑦
恩
よ
り
－
思
い
寄
る
。
思
い
つ
く
意
。
後
例
だ
が
、
九
条
基
家
は
、
宗
尊
親

王
詠
　
「
雪
は
た
が
こ
と
の
は
な
れ
ば
ふ
る
ま
ま
に
た
の
め
ぬ
人
の
猶
ま
た
る
ら

ん
」
　
（
『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
冬
二
八
九
）
　
を
「
此
風
情
、
凡
夫
不
思
寄
欺
」

と
評
し
て
い
る
。

【
通
釈
】

五
十
七
番

五
十
八
番

イ

b

「

＝

＝

＝

左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
経

口

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

お
は
か
た
に
く
も
り
な
き
夜
の
月
な
れ
は
さ
そ
な
明
石
の
浦
も
さ
や
け
き

右
l
断
　
　
　
　
　
　
信
実
朝
臣

ホ

　

　

　

　

2

い
さ
こ
よ
ひ
な
た
の
海
士
の
子
し
る
へ
せ
よ
し
は
ち
の
月
を
漕
出
て
み
ん

③
「

左
く
も
り
な
き
夜
の
月
、
そ
の
心
す
て
か
た
く
侍
に
、
さ
き
に

申
侍
り
つ
る
明
石

④

　

　

　

　

リ

の
浦
、
此
は
と
繁
昌
し
侍
に
や
、
右



⑤

い
さ
こ
よ
ひ
な
た
の
海
士
の
子
な
と
い
ひ
し
り
て
、
さ
る
姿
と

r
 
P
l

み
え
侍
れ
は
、
又
勝
侍
へ
し
、

【
校
異
】

イ

　

中

　

－

ほ
か
た
　
（
内
）

シ
（
書
）
　
ホ

・
衆
）
　
ト

支
・
策
・
群
）

さ
よ
ひ
（
支
）

－
中
納
言
　
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
　
口
　
お
は
か
た
に
－
お

ハ
　
さ
そ
な
ー
さ
こ
そ
　
（
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
土
　
勝
－
ナ

い
さ
こ
よ
ひ
－
い
さ
よ
ひ
の
（
支
）

侍
り
つ
る
－
侍
る
　
（
書
・
支
）
　
　
チ

リ
　
繁
昌
L
I
繁
昌
し
て
　
（
衆
）

へ
　
さ
き
に
－
さ
き
（
内

此
ほ
と
－
こ
と
に
　
（
内
・

ヌ
　
い
さ
こ
よ
ひ
－
い

月
」
・
成
茂
）
、
「
よ
も
の
海
風
し
つ
か
な
る
浪
の
う
へ
に
く
も
り
な
き
よ
の
月
を

見
る
か
な
」
（
同
二
三
六
二
「
寄
月
祝
」
・
良
経
）
は
「
く
も
り
な
き
よ
の
（
月
）
」

又
「
く
も
り
な
き
よ
の
月
」
が
一
致
す
る
先
例
。
「
よ
」
に
は
「
夜
」
「
世
」
　
「
代
」

が
掛
け
ら
れ
て
い
て
、
「
く
も
り
な
き
夜
の
月
」
　
に
太
平
の
御
代
の
意
が
合
意
さ

れ
て
い
る
。

②
な
た
の
海
士
の
子
－
下
旬
の
　
「
L
は
ち
の
月
を
漕
出
て
み
ん
」
　
と
同
じ
く
、

先
行
例
を
見
な
い
。

③
さ
き
に
申
侍
り
つ
る
明
石
の
浦
－
本
歌
合
五
十
五
番
右
歌
　
「
昔
よ
り
き
く
や

明
石
の
浦
の
名
も
空
に
し
ら
る
1
秋
の
よ
の
月
」
　
（
実
雄
）
　
に
つ
い
て
、
為
家
は

ル
　
又
－
ナ
シ
（
内
・
支
・
衆
・
群
）

ヲ
　
侍
－
た
る
（
衆
）

【
他
書
所
伝
】

（
左
歌
）
　
ナ
シ

（
右
歌
）

『
夫
木
和
歌
抄
』
秋
部
四
・
「
宝
治
十
首
歌
合
、
海
辺
月
」
・
五
六
五
六
・
信
実

朝
臣
い
ざ
こ
よ
ひ
な
だ
の
あ
ま
の
こ
し
る
べ
せ
よ
塩
路
の
月
を
こ
ぎ
出
で
て
み
ん

【
語
釈
】

「
右
明
石
の
う
ら
の
名
、
此
程
お
は
く
め
な
れ
侍
を
も
ち
て
、
負
侍
へ
し
」
　
と

評
し
た
。

④
此
ほ
と
繁
昌
し
侍
に
や
ー
こ
こ
で
の
「
繁
昌
し
」
は
、
「
評
判
に
な
っ
て
い
る
」

「
ひ
っ
ぼ
り
だ
こ
に
な
っ
て
い
る
」
　
の
意
。
『
摂
政
家
月
十
首
歌
合
』
は
建
治
元

年
　
（
一
二
七
五
）
　
に
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
二
十
三
番
右
　
（
勝
）
　
の
歌
は
　
「
く

る
る
よ
は
あ
さ
ぢ
が
に
は
の
月
な
ら
で
ま
た
ま
つ
む
し
よ
た
れ
た
の
む
ら
ん
」

（
阿
仏
尼
）
　
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
判
者
の
真
観
　
（
藤
原
光
俊
）
　
は
　
「
右
は
人
を

21

①
く
も
り
な
き
夜
の
月
な
れ
は
－
「
い
つ
よ
り
も
く
も
り
な
き
よ
の
月
な
れ
ば

み
る
人
さ
へ
に
い
り
が
た
き
か
な
」
　
（
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
雑
一
・
八
四
一
・
「
永

承
四
年
内
裏
歌
合
に
月
を
よ
め
る
」
・
江
侍
従
）
　
は
二
句
が
一
致
す
る
先
行
例
。

ぞ
た
の
む
く
る
る
夜
ご
と
に
、
と
申
す
歌
近
年
繁
昌
し
た
る
本
歌
に
て
、
こ
れ

を
へ
つ
ら
は
れ
た
る
に
や
と
ぞ
み
た
ま
ふ
れ
ど
、
庭
も
た
し
か
に
侍
れ
ば
、
ま

さ
り
侍
る
べ
く
や
」
　
と
評
し
て
い
る
。

⑤
い
ひ
し
り
て
ー
詠
み
か
た
を
十
分
に
心
得
て
い
る
、
言
語
表
現
を
知
悉
し
て

「
神
も
み
よ
く
も
り
な
き
よ
の
か
が
み
山
い
の
る
か
ひ
あ
る
月
ぞ
さ
や
け
き
」

（
『
続
後
援
和
歌
集
』
賀
歌
二
三
六
三
・
「
九
月
十
三
夜
十
首
歌
合
に
、
名
所

い
る
の
意
。
俊
成
も
　
「
す
が
た
も
い
ひ
し
り
て
き
こ
ゆ
れ
ば
」
　
（
『
中
宮
亮
重
家

朝
臣
家
歌
合
』
）
　
な
ど
と
評
し
て
い
る
。



【
通
釈
】

五
十
八
番

中
納
言
　
（
藤
原
）
　
為
経

総
じ
て
曇
り
な
い
夜
の
月
な
の
で
、
（
そ
の
月
の
光
の
も
と
）
さ
ぞ
か
し
明
石

の
浦
も
さ
や
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
よ
。

右
　
（
歌
）
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
信
実
朝
臣

さ
あ
今
夜
、
灘
の
海
士
の
子
（
私
を
）
案
内
し
て
く
れ
よ
。
塩
路
の
月
を
（
舟

を
）
　
漕
ぎ
出
し
て
見
よ
う
。

〔
判
詞
〕
　
左
　
（
歌
）
　
の
、
「
曇
り
な
き
夜
の
月
」
　
は
、
そ
の
趣
が
捨
て
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
が
、
（
一
方
）
　
先
に
申
し
ま
し
た
　
（
よ
う
に
）
　
「
明
石
の
浦
」
　
は
　
（
最

近
）
　
殊
に
ひ
っ
ぼ
り
だ
こ
　
（
の
、
新
鮮
味
の
な
い
表
現
）
　
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
右
　
（
歌
）
　
は
　
「
い
さ
こ
よ
ひ
な
た
の
あ
ま
の
子
」
　
な
ど
　
（
と
言
っ
て
）
　
表

現
を
十
分
に
心
得
て
、
一
つ
の
　
（
典
型
的
な
）
　
姿
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
勝
ち

が
適
当
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

③
　
　
　
　
　
　
　
④

見
わ
た
せ
は
野
嶋
か
さ
き
の
波
ま
よ
り
山
の
は
な
ら
て
出
る
月
影

野
嶋
か
さ
き
、
ふ
た
つ
な
き
物
と
思
し
を
み
な
そ
こ
に
と

ッ
照
P

い
へ
る
古
今
下
旬
た
か
ふ
所
な
く
見
え
侍
う
へ
に
、
な
か
ゐ
の

⑤

．

「

浦
、
夜
雲
収
盈
お
も
か
け
ま
て
お
も
ひ
や
ら
る
1
か
た
侍
れ
は
、

ト功
利
制
勝
l
、

【
校
異
】

イ
　
勝
－
ナ
シ
　
（
書
）

ハ
　
に
ー
の
　
（
支
）

衛
中
将
　
（
支
）
　
ホ

・
支
・
衆
・
群
）

ロ
　
右
衛
　
－
　
右
衛
門
督
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）

ニ
　
右
近
　
－
　
右
近
中
将
　
（
書
・
内
・
衆
・
群
）
、
右
近

古
今
下
旬
－
古
今
苛
下
旬
（
書
）
、
古
今
の
苛
下
旬
　
（
内

へ
　
夜
雲
収
壷
－
夜
雲
壷
　
（
群
）
　
ト
　
以
左
為
勝
－
左
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（
五
十
九
番
）

ロ右
l
刊
通
成

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

名
に
し
ほ
ふ
な
か
ゐ
の
浦
の
秋
の
よ
に
ゆ
く
と
も
み
え
て
す
め
る
月
哉

右

L
r
右
近
－
雅
光

為
勝
（
支
）

【
他
所
書
伝
】

（
左
歌
）
　
ナ
シ
　
（
右
歌
）
　
ナ
シ

【
語
釈
】

①
名
に
し
ほ
ふ
な
か
ゐ
の
浦
－
「
長
居
の
浦
」
　
は
摂
津
国
の
歌
枕
。
現
在
の
大

阪
市
住
吉
区
辺
り
で
、
「
住
吉
」
　
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
例
が
多
い
。
「
す
み
よ
し

と
あ
ま
は
つ
ぐ
と
も
劃
瑚
す
な
人
忘
草
お
ふ
と
い
ふ
な
り
」
（
『
古
今
和
歌
集
』

雑
上
・
九
一
七
・
「
あ
ひ
し
れ
り
け
る
人
の
住
吉
に
ま
う
で
け
る
に
よ
み
て
つ
か

は
し
け
る
」
・
忠
琴
）
は
、
『
新
撰
和
歌
』
『
古
今
和
歌
六
帖
』
『
歌
枕
名
寄
』
（
『
新

撰
和
歌
』
『
古
今
和
歌
六
帖
』
は
第
二
句
　
「
あ
ま
は
い
ふ
と
も
」
）
　
等
に
採
ら
れ

る
有
名
な
歌
。



②
す
め
る
月
哉
－
「
澄
む
」
　
と
　
「
住
む
」
　
を
掛
け
る
。
澄
ん
だ
月
が
長
居
の
浦

に
長
く
留
ま
る
　
（
＝
「
長
居
」
　
「
住
む
」
）
　
様
子
を
詠
む
。
類
想
歌
に
　
「
秋
の
夜

は
な
が
ゐ
の
う
ら
に
と
ま
り
し
て
の
ど
か
に
て
ら
す
あ
り
あ
け
の
月
」

（
『
永
縁

奈
良
房
歌
合
』
七
番
左
・
四
一
・
上
総
君
）
　
が
あ
る
。

③
野
嶋
か
さ
き
－
淡
路
国
の
歌
枕
。
「
月
」
を
詠
ん
だ
先
行
例
に
は
「
こ
と
と
は

む
野
島
が
さ
き
の
あ
ま
衣
狼
と
月
と
に
い

か
が
L
を
る
る
」
（
『
新
古
今
和
歌
集
』

秋
歌
上
・
四
〇
二
・
「
題
し
ら
ず
」
・
七
条
院
大
納
言
）
　
等
が
あ
る
。

④
波
ま
よ
り
山
の
は
な
ら
て
出
る
月
影
－
「
波
間
」
　
か
ら
　
「
月
」
　
が
　
「
出
る
」

様
子
を
詠
ん
だ
先
行
例
に
「
L
が
の
う
ら
や
と
ほ
ざ
か
り
行
く
測
副
よ
り
こ
ほ

に
）
　
住
ん
で
い
る
、
澄
ん
だ
月
で
あ
る
よ

右
（
歌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
右
近
（
衛
中
将
源
）
雅
光

見
渡
し
て
み
れ
ば
、
山
の
端
で
は
な
く
、
野
嶋
崎
の
波
間
か
ら
出
る
月
の
光

で
あ
る
よ
。

〔
判
詞
〕
　
「
野
嶋
か
さ
き
」
　
（
の
歌
は
）
、
「
ふ
た
つ
な
き
物
と
思
し
を
み
な
そ
こ

に
」
と
い
い
ま
し
た
『
古
今
和
歌
集
』
歌
の
下
旬
と
違
う
所
が
な
く
見
え
ま
す

上
に
、
「
な
か
ゐ
の
浦
」
　
（
の
歌
は
）
、
「
夜
雲
収
姦
」
　
の
情
趣
ま
で
も
想
像
さ
れ

る
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
を
も
っ
て
勝
と
す
る
。

り
て
出
づ
る
あ
り
明
の
月
」

（
『
新
古
今
和
歌
集
』
冬
歌
・
六
三
九
・
「
摂
政
太
政

（
六
十
番
）

大
臣
家
歌
合
に
、
湖
上
冬
月
」
・
家
隆
）
　
等
が
あ
る
。

⑤
古
今
下
旬
た
か
ふ
所
な
く
1
「
ふ
た
つ
な
き
物
と
思
ひ
し
を
み
な
そ
こ
に
面

叫
噛
瑚
引
瑠
叫
月
割
相
刺
刷
」
　
（
『
古
今
和
歌
集
』
雑
上
・
八
八
一
・
「
池
に
月
の

見
え
け
る
を
よ
め
る
」
・
貫
之
）
　
の
下
旬
と
一
致
す
る
こ
と
を
い
う
。

⑥
夜
雲
収
重
お
も
か
け
ま
て
お
も
ひ
や
ら
る
ゝ
か
た
侍
れ
は
－
為
家
は
左
歌
に

つ
い
て
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
「
秋
水
湛
来
船
去
逮
　
夜
雲
収
尽
月
行
遅
」
　
（
秋
・
月

二
一
五
三
・
野
展
邸
　
※
正
し
く
は
　
「
邸
展
」
）
　
の
　
「
月
行
遅
」
　
を
ふ
ま
え
て
解

釈
す
る
。

【
通
釈
】

五
十
九
番

左
　
（
歌
）
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
右
衛
門
（
督
源
）
　
通
成

有
名
な
長
居
の
浦
の
秋
の
夜
に
、
西
に
行
く
と
も
見
え
な
い
で
　
（
ず
っ
と
空
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【
校
異
】

イ
　
兵
部
－
有
教
－
兵
部
卿
有
数
（
書
・
内
・
支
・
祭
・
群
）
　
ロ
　
消
て
1
さ

い
イ

え
て
（
支
）
　
ハ
　
右
－
右
　
勝
（
内
・
支
・
栗
・
群
）
　
こ
　
け
し
き
－
猥
鑑

（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
ホ
　
し
－
ナ
シ
　
（
内
・
支
・
衆
・
群
）

へ
　
侍
り
つ
る
－
侍
へ
る
（
書
）
　
ト
　
こ
と
は
に
－
こ
と
み
に
　
（
支
）
、
こ

と
　
（
群
）
　
チ
　
優
し
て
－
優
に
し
て
　
（
内
・
支
・
衆
）
、
優
美
に
し
て
（
群
）

・
「
（
和
歌
所
歌
合
に
、
海
辺
月
と
い
ふ
事
を
）
」
・
定
家
）
。

⑤
夜
は
の
さ
衣
－
こ
こ
で
は
、
海
人
が
潮
を
汲
ん
で
潮
に
濡
れ
た
衣
、
の
意
。
「
す

ま
の
う
ら
し
は
く
む
あ
ま
の
衣
手
に
ぬ
れ
て

所
百
首
』
須
磨
浦
・
三
八
八
・
家
衡
）
。

ぞ
旬
日
剖
在
明
の
相
」
　
（
『
建
保
名

⑥
あ
ま
の
し
わ
さ
1
海
人
の
行
い
。
海
人
の
仕
事
。
「
よ
さ
の
海
の
あ
ま
の
し
わ

ざ
と
み
し
も
の
を
さ
も
わ
が
や
く
と
た
る
る
L
は

か
な
」
　
（
『
和
泉
式
部
集
』
五

【
他
書
所
伝
】

（
左
歌
）
　
ナ
シ
　
（
右
歌
）
　
ナ
シ

【
語
釈
】

①
わ
た
の
原
八
重
の
塩
路
に
－
「
わ
た
の
原
」
は
、
大
海
原
、
広
々
と
し
た
海
、

の
意
。
「
八
重
の
塩
路
」
も
、
遠
く
隔
た
っ
た
海
路
を
意
味
す
る
。
「
わ
た
の
は

ら
や
へ

の
塩
路
を
み
わ
た
せ
ば
浮
き
た
る
雲
に
つ
づ
く
し
ら
波
」

（
『
宝
治
百
首
』

雑
・
「
海
眺
望
」
・
三
八
八
五
・
公
相
）
。

②
月
す
み
の
ほ
る
－
月
が
冴
え
冴
え
と
空
に
の
ぼ
る
、
の
意
。
「
嵐
吹
く
有
明
の

空
に
雲
き
え
て
月
す
み
の
ぼ
る
た
か
ま
ど
の
や
ま
」
（
『
長
明
集
』
三
三
・
【
月
」
）
。

③
す
ま
の
う
ら
風
－
須
磨
の
浦
は
、
摂
津
国
の
歌
枕
。
浦
を
吹
く
風
が
雲
を
吹

か
ま
ど
の
や
ま
」
（
『
長
明
集
』
三
三
・
「
月
」
）
。

き
消
す
。
「
秋
の
相
浪
ぢ
も
と
は
く
か
げ
さ
え
て
心
さ
へ
に
も
す
ま
の
う
ら
か
ぜ
」

（
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
浦
月
・
一
四
八
九
）
。

④
も
し
ほ
く
む
－
海
水
を
汲
む
、
の
意
。
「
も
し
は
く
む
袖
の
月
か
げ

お
の
づ
か

六
三
）
。い
イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

イ

⑦
け
し
き
思
や
ら
れ
て
、
み
た
る
心
ち
し
侍
へ
L
I
「
け
し
き
」
　
に
つ
い
て
は
、

五
十
四
番
判
詞
参
照
。
「
み
た
る
心
ち
す
」
は
、
眼
前
で
見
る
か
の
よ
う
な
趣
が

あ
る
、
の
意
。

⑧
さ
き
に
あ
り
か
た
く
み
え
侍
り
つ
る
あ
ま
の
し
わ
さ
－
「
あ
ま
の
し
わ
ざ
」
は
、

本
歌
合
・
五
十
三
番
左
・
女
房
（
後
嵯
峨
院
）
歌
に
詠
み
込
ま
れ
、
為
家
は
、

判
詞
で
「
め
つ
ら
し
く
あ
り
か
た
き
あ
ま
の
し
わ
さ
と
見
た
ま
へ
侍
れ
」
と
評

し
て
い
る
。

⑨
お
な
し
こ
と
は
に
優
し
て
こ
れ
ま
て
か
た
ひ
き
侍
ぬ
る
－
後
嵯
峨
院
の
歌
と
同

じ
詞
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
優
遇
し
て
、
こ
の
歌
ま
で
も
依
枯
最
屈
し
て
し
ま

い
ま
す
、
の
意
。
「
優
す
」
　
は
、
相
応
に
待
遇
す
る
、
の
意
。
「
亡
き
跡
に
も
、

さ
し
も
道
に
心
ざ
し
深
か
り
し
者
な
れ
ば
と
て
、
笥
十
八
首
を
入
れ
ら
れ

た
り
け
れ
ば
」
　
（
『
無
名
抄
』
「
道
因
歌
に
志
深
事
」
岩
波
大
系
本
）
。

【
通
釈
】

六
十
番

51

ら
よ
そ
に
あ
か
さ
ぬ
す
ま
の
う
ら
人
」
　
（
『
新
古
今
和
歌
集
』
雑
下
・
一
五
五
七

左
　
（
歌
）
　
勝

（
源
）
有
教



広
々
と
し
た
海
の
、
遠
く
海
路
の
向
こ
う
に
雲
が
消
え
、
月
が
冴
え
冴
え
と

の
ぼ
る
須
磨
の
浦
に
は
風
が
吹
き
渡
る
。

右
（
歌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
内
侍

海
水
を
汲
む
海
人
の
、
夜
の
衣
は
　
（
い
か
に
も
）
気
の
毒
に
見
え
る
が
、
あ

わ
れ
に
も
、
海
人
の
行
い
は
、
そ
の
衣
に
、
月
を
宿
し
た
の
だ
。

〔
判
詞
〕
左
　
（
の
歌
）
は
、
帯
の
撮
漁
か
思
い
や
ら
れ
て
、
眼
前
で
見
て
い
る

か
の
よ
う
な
心
持
ち
が
す
る
よ
う
で
す
。
右
（
の
歌
）
　
は
、
前
の
番
い
で
、
素

晴
ら
し
く
思
わ
れ
た
　
「
あ
ま
の
し
わ
ざ
」
　
と
、
同
じ
詞
で
あ
る
こ
と
で
優
遇
し

て
し
ま
い
、
こ
の
歌
ま
で
依
帖
最
屈
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
は
、
不
公
平
で
し

ょ
う
か
。

八
六
十
一
番
）

【
校
異
】

イ
　
持
－
ナ
シ
　
（
書
）

右
近
衛
中
将
師
継
　
（
支
）

沖
イ

浦
（
内
・
衆
）
、
海
　
（
群
）

師
継
－
右
近
中
将
師
継
　
（
書
・
内
・
衆
・
群
）
、

こ
歎

ハ
　
漕
出
し
－
す
き
い
て
し
　
（
支
）
　
　
二
　
海
－

に
イ

ホ
　
月
そ
－
月
に
　
（
内
・
支
）
、
月
そ
　
（
衆
）

へ
　
さ
よ
ひ
め
は
－
さ
よ
ひ
め
　
（
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
ト
　
い
ひ
く
た
し
て

ー
い
ひ
出
し
て
（
内
・
支
・
釆
）
、
い
ひ
な
し
て
（
群
）
　
チ
　
や
う
ー
ナ
シ
（
内

・
架
）
　
リ
　
か
は
り
た
る
持
と
－
か
は
り
た
る
鉢
侍
と
（
支
）
、
か
は
り
た
る

鉢
、
持
と
　
（
群
）

【
他
書
所
伝
】

（
左
歌
）

『
夫
木
和
歌
抄
』
雑
部
五
・
海
二
〇
三
五
五
・
「
（
ま
つ
ら
の
う
み
、
筑
前
）

建
長
元
年
歌
合
」
・
花
山
院
内
大
臣

漕
出
で
可
松
浦
の
海
を
な
が
め
つ
つ
月
に
な
れ
ぬ
る
秋
の
さ
夜
姫

（
右
歌
）

『
源
承
和
歌
口
伝
』
一
一
一
・
雅
忠
卿

白
妙
の
袖
し
の
う
ら
に
よ
る
浪
の
数
さ
へ
み
え
て
月
ぞ
さ
や
け
き

【
語
釈
】

①
ま
つ
ら
の
海
－
肥
前
国
の
歌
枕
。
任
那
へ
行
く
大
伴
佐
提
比
古
の
船
を
高
山

か
ら
領
巾
を
振
っ
て
見
送
っ
た
松
浦
佐
用
姫
の
伝
説
が
あ
る
（
『
万
葉
集
』
巻
第

五
、
『
肥
前
国
風
土
記
』
）
。

②
秋
の
さ
よ
ひ
め
－
判
詞
で
「
秋
の
さ
よ
ひ
め
は
め
つ
ら
し
く
」
と
指
摘
さ
れ

61

る
よ
う
に
、
「
到
卿
の
ひ
れ
ふ
る
袖
も
や
や
す
ず
し
副
封
封
．
瑚
扇
の
山
の
下
風
」



（
『
建
保
名
所
百
首
』
夏
十
首
・
松
浦
山
筑
前
国
二
二
五
二
・
家
衡
）
な
ど
夏
の

歌
と
し
て
詠
ま
れ
る
例
が
多
い
。

③
袖
し
の
浦
－
出
雲
国
の
歌
枕
（
『
八
雲
御
抄
』
巻
五
）
。
駿
河
国
・
伊
勢
国
と

が
入
っ
た
様
子
で
詠
ま
れ
て
お
り
、
（
ま
た
）
右
（
歌
）
　
は
あ
っ
さ
り
と
言
い
下

し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
様
子
が
変
わ
っ
た
持
と
み
え
ま
す
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

す
る
説
も
あ
る
。
「
か
ら
こ
ろ
も
そ
で
し
の
う
ら
の
う
つ
せ
が
ひ
む
な
し
き
こ
ひ

に
と
し
の
へ
ぬ
ら
ん
」
（
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
恋
一
・
六
六
〇
・
藤
原
国
房
）
、
「
か

ら
衣
細
り
叫
引
ら
l
の
相
影
は
む
か
し
か
け
け
る
玉
に
や
あ
る
ら
ん
」
（
『
活
輔
集
』

一
四
一
・
「
（
月
三
十
五
首
の
な
か
に
）
」
）
、
「
浪
か
く
る
袖
U
．
叫
引
封
の
秋
の
相

や
ど
か
る
ま
ま
に
ま
づ
や
し
ぼ
ら
ん
」
　
（
『
拾
遺
愚
草
』
下
・
二
三
六
一
・
「
（
仁

和
寺
宮
よ
り
忍
び
て
め
さ
れ
し
秋
題
十
首
、
承
久
二
年
八
月
）
　
秋
旅
」
）
　
な
ど
の

（
六
十
二
番
）

例
が
あ
る
。

④
数
さ
へ
見
え
て
－
「
白
雲
に
は
ね
う
ち
か
は
し
と
ぶ
か
り
の

か
ず
さ
へ
見
ゆ

る
秋
の
よ
の
月
」
　
（
『
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
二
九
一
・
読
人
不
知
）
　
に
拠
る

表
現
。
【
通
釈
】

六
十
一
番

左
　
（
歌
）
　
持
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
師
継

（
佐
提
比
古
が
舟
を
）
漕
ぎ
出
し
た
松
浦
の
海
を
な
が
め
つ
つ
、
月
に
も
馴

れ
親
し
ん
だ
様
子
の
秋
の
佐
用
姫
で
あ
る
こ
と
よ
。

右
（
歌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
）
　
雅
忠
朝
臣

袖
師
の
浦
に
寄
せ
る
波
の
数
ま
で
が
見
え
る
ほ
ど
、
月
が
さ
や
か
で
あ
る
よ
。

〔
判
詞
〕
　
（
左
歌
の
）
　
「
秋
の
佐
用
姫
」
は
珍
し
い
表
現
で
あ
り
、
（
右
歌
の
）
　
「
数

さ
へ
見
え
て
」
　
は
あ
り
ふ
れ
た
表
現
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
、
左
　
（
歌
）
　
は
力

六
十
二
番
イ
一
l

左
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥
蓮
性

①

　

　

　

　

②

　

　

　

　

　

　

　

③

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ

ぅ
な
原
や
な
こ
の
塩
千
の
真
砂
ち
に
き
よ
き
月
夜
の
さ
も
刊
さ
や
け
き

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
野

「

　

　

　

④

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

巨

l

l

l

l

－

1

　

　

　

　

声

－

ふ
け
ゆ
け
は
浦
こ
く
舟
の
音
ま
て
も
さ
も
す
み
ま
さ
る
夜
は
の
月
哉

漕
船
の
を
と
ま
て
す
み
ま
さ
る
心
、
き
1
な
れ
て
侍
に
や
、
な
こ

r

l

　

臣

－

－

－

の
塩
千
の
ま
さ
こ
ち
、
ま
こ
と
に
き
よ
け
に
侍
れ
は
、

＝
H
ノ別
封
為
勝
、

71

【
校
異
】

イ
　
勝
－
ナ
シ
　
（
書
）

ロ
　
そ
ー
や
　
（
群
）

＼／

深
（
支
）
　
ニ
　
ま
さ
る
1
わ
た
る
（
支
・
焚
・
群
）

ふ
け
ー
ふ
か
く
　
（
内
）
、

款
イ

ホ
　
哉
－
か
な
　
（
群
）

へ
　
す
み
ま
さ
る
－
ま
さ
る
　
（
内
）
、
す
み
わ
た
る
　
（
釆
）
　
ト
　
き
よ
け
ー
よ

け
（
内
・
支
）
　
チ
　
侍
れ
は
ー
み
え
侍
れ
は
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）

リ
　
以
左
－
左
　
（
支
）

【
他
番
所
伝
】



（
左
歌
）
　
ナ
シ
　
（
右
歌
）
　
ナ
シ

【
語
釈
】

四
三
五
・
「
時
時
見
恋
」
）
、
「
ひ
と
り
ぬ
る
な
ご
の
し
ほ
ひ
の

い
そ
ま
く
ら
浪
た

①
う
な
原
や
－
海
の
広
々
と
し
た
様
へ
の
感
嘆
を
表
す
。
「
う
な
ば
ら
や
お
き
つ

（
†
一
・
）

し
ら
な
み
た
ち
く
ら
し
や
そ
し
ま
め
ぐ
り
や
す
か
ら
ふ
ね
」
　
（
『
千
穎
集
』
九
〇

・
「
心
細
十
首
」
）
　
等
が
早
い
例
。
な
お
、
「
う
な
原
や
」
　
を
初
句
に
置
く
例
は
、

勅
撰
集
で
は
　
「
う
な
ば
ら
や
た
ゆ
た
ふ
浪
の
は
て
も
な
し
い
づ
く
な
る
ら
ん
く

も
の
を
ち
か
た
」
　
（
『
続
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
下
二
七
二
六
・
「
宝
治
二
年
百
首

歌
た
て
ま
つ
り
け
る
に
、
海
眺
望
を
」
・
実
氏
）
　
ま
で
み
え
な
い
。

か
く
み
ゆ
た
ご
の
う
ら
ふ
ぢ
」
　
（
『
出
観
集
』
一
二
九
・
「
旅
宿
藤
花
」
）
等
、
用

例
が
散
見
す
る
。

③
真
砂
ち
に
－
引
き
潮
で
あ
ら
わ
れ
た
真
砂
に
月
光
が
照
り
映
え
る
趣
向
。
後

例
だ
が
、
「
霞
ち
る
な
ご
の
は
ま
べ
の
ま
さ
ご
ぢ
に
い
づ
れ
を
も
と
の
玉
と
ひ
ろ

は
ん
」
　
（
『
建
長
八
年
百
首
歌
合
』
五
百
八
十
二
番
右
・
二
六
四
・
源
具
氏
）

と
み
え
る
。

④
浦
こ
く
舟
の
音
ま
て
も
さ
も
す
み
ま
さ
る
夜
は
の
月
1
月
の
輝
き
と
静
寂
の

②
な
こ
の
塩
干
－
「
な
こ
」
　
は
、
奈
呉
（
名
児
）
　
の
海
。
「
奈
呉
の
海
人
の
釣
す

る
舟
は
今
こ
そ
ば
舟
棚
打
ち
て
あ
へ
て
漕
ぎ
出
め
」
　
（
巻
第
十
七
・
三
九
五
六
・

「
大
目
秦
忌
寸
八
千
島
の
館
に
宴
す
る
歌
一
首
」
）
、
「
刹
剣
叫
樹
の
沖
つ
白
波
し

く
し
く
に
思
は
え
む
か
も
立
ち
別
れ
な
ば
」
　
（
巻
第
十
七
・
三
九
八
九
・
「
大
目

秦
忌
寸
八
千
島
の
館
に
し
て
守
大
伴
宿
祢
家
持
に
餞
す
る
宴
の
歌
二
首
」
）
、
「
東

中
で
の
物
音
と
い
う
視
覚
と
聴
覚
と
の
取
り
合
わ
せ
。
「
月
影
に
ふ
え
の
ね
い
た

く
す
み
ぬ
な
り
ま
だ
ね
ぬ
秋
の

よ
や
ふ
け
ぬ
ら
む
」
（
『
恵
慶
法
師
集
』
二
四

「
月

夜
に
、
ふ
え
ふ
き
て
、
を
と
こ
ゆ
く
」
）
、
「
封
剖
風
叫
ふ
け
ひ
の
う
ら
に
空
は
れ

て
波
の
お
と
ま
で
す
め

」
（
『
隆
信
集
』
二
〇
一
・
「
海
辺
秋
月
」
）
、
「
可

81

到
坤
の
光
と
共
に
な
が
れ
来
て
お
と
さ
へ
す
め
る
山
川
の
水
」

（
『
慈
鎮
和
尚
自

の
風
い
た
く
吹
く
ら
し
奈
呉
の
海
人
の
釣
す
る
小
舟
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
」

（
巻
第
十

歌
合
』
大
比
叡
十
五
番
・
七
番
左
二
三
）
等
は
同
様
の
趣
向
。
類
似
歌
と
し

七
・
四
〇
一
七
・
家
持
）
等
は
、
越
中
の
歌
枕
。
一
方
『
万
葉
集
』
に
は
、
「
住

て
　
「
難
波
が
た
査
問
を
分
け
て
漕
ぐ
舟
の
青
さ

へ
す
め
る
秋
の
夜
の
月
」

（『治

吉
の
名
児
の
浜
辺
に
馬
立
て
て
玉
拾
ひ
し
く
常
忘
ら
え
ず
」

（
巻
第
七
・
雑
歌
・

一
一
五
三
）
　
と
も
み
え
、
摂
津
の
国
に
も
同
名
の
海
辺
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。
塩
千
は
、
引
き
潮
の
意
で
、
「
奈
呉
叫
樹
に
潮
叫
朝
刊
刊
ば
あ
さ
り
L
に
出

で
む
と
鶴
は
今
そ
鳴
く
な
る
」
　
（
『
万
葉
集
』
巻
第
十
八
・
四
〇
三
四
・
（
詞
書
省

承
三
十
六
人
歌
合
』
海
上
月
・
九
七
・
寂
念
、
『
玄
玉
和
歌
集
』
天
地
歌
下
二
一

〇
七
）
　
が
あ
げ
ら
れ
る
。

【
通
釈
】

略
）
）
、
「
う
な
ば
ら
や
な
ご
の
し
は
ひ
の
は
ま
千
鳥
な
く
ね
も
さ
え
て
う
ら

風
ぞ

吹
く
」
　
（
『
新
和
歌
集
』
冬
歌
・
三
三
一
・
「
（
海
辺
千
鳥
）
」
・
忠
茂
）
、
「
な
ご
の

六
十
二
番

左
　
（
歌
）
　
勝

広
々
と
し
た
海
よ
、

沙
弥
蓮
性

奈
呉
の
　
（
海
辺
の
）
引
き
潮
に
あ
ら
わ
れ
た
真
砂
を
敷

悔
し
は
ひ
塩
見

つ
磯
の
石
と
な
れ
る
が
君
が
見
え
か
く
れ
す
る
」
　
（
『
頼
政
集
』

い
た
路
に
清
ら
か
な
月
夜
が
本
当
に
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。



右
（
歌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
野

（
夜
が
）
　
更
け
て
い
く
と
浦
を
漕
ぎ
ゆ
く
舟
の
音
ま
で
も
い
や
ま
さ
に
一
層

澄
む
夜
半
の
月
で
あ
る
な
あ
…

〔
判
詞
〕
　
漕
ぐ
舟
の
音
ま
で
澄
み
勝
る
　
（
と
い
う
一
首
の
）
　
心
は
、
聞
き
慣
れ

て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
な
こ
の
塩
千
の
真
砂
路

に
美
し
い
で
す
の
で
、
左
歌
を
勝
と
す
る
。

（
と
い
う
表
現
）
　
は
、
本
当

（
六
十
三
番
）

六
十
三
番

左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
氏
朝
臣

r
l
－
　
　
　
　
　
　
　
　
臣
　
　
　
①

長
L
と
も
月
に
お
ほ
え
ぬ
秋
の
よ
の
な
と
か
ふ
け
ゐ
の
浦
と
い
ふ
ら
ん

ヽ

右
　
脚
　
　
　
　
　
　
少
将
内
侍

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巨
l
l
l
l
　
　
匝
l
l
l
l

秋
を
へ
て
よ
わ
た
る
海
士
の
す
て
衣
塩
な
れ
に
け
る
袖
の
月
哉

ト
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
伊
　
－
　
　
U
r
l
l
l
l
l

左
、
な
と
か
ふ
け
ゐ
の
封
い
へ
る
は
と
、
思
ふ
所
あ
り
け
に

み
え
侍
を
、
月
に
お
は
え
ぬ
と
い
へ
る
や
、
た
1
こ
と
は
に

わ

「

．

．

b

「

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

侍
ら
ん
、
右
、
夜
わ
た
る
海
士
の
す
て
衣
q
瑚
な
れ
に
け
る

タ
か
、
F
l
l
l

袖
の
月
は
見
所
侍
へ
き
に
や
、
右
勝
侍
へ
し
、

ハ
　
勝
－
ナ
シ
　
（
書
）
　
二
　
け
る
－
け
り
（
支
）
　
ホ
　
月
哉
1
月
か
け
（
内

・
支
・
架
・
群
）
　
　
へ
　
な
と
か
－
な
と
　
（
内
）
　
ト
　
と
ー
な
と
　
（
書
・
内

・
支
・
衆
・
群
）
　
チ
　
は
と
－
程
と
　
（
支
）
　
リ
　
思
ふ
－
ナ
シ
　
（
支
）

ヌ
　
と
ー
な
と
（
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
ル
　
い
へ
る
や
－
い
へ
る
に
や
（
支
）

ヲ
　
た
1
こ
と
は
－
た
1
寄
言
葉
　
（
内
）
　
ワ
　
右
－
ナ
シ
　
（
書
・
内
・
支
・

衆
・
群
）
　
力
　
夜
－
世
を
　
（
支
・
群
）
　
∃
　
し
ほ
－
ナ
シ
　
（
内
・
支
・
衆

か
イ

・
群
）
　
タ
　
侍
へ
し
－
侍
へ
し
　
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）

【
他
書
所
伝
】

（
左
歌
）
　
ナ
シ
　
（
右
歌
）
　
ナ
シ

【
語
釈
】

①
ふ
け
ゐ
の
浦
－
和
泉
国
の
歌
枕
。
「
時
つ
風
呪
例
の
浜
に
出
で
居
つ
つ
瞭
ふ
命

は
妹
が
た
め
こ
そ
」
　
（
『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
・
悲
別
歌
・
三
二
〇
一
）
、
「
あ
ま

9

1

つ
風
ふ
け
ひ
の
浦
に
ゐ
る
た
づ
の
な
ど
か
雲
井
に
か
へ
ら
ざ
る
べ
き
」

（
『
新
古

今
和
歌
集
』
雑
歌
下
・
一
七
二
三
・
「
殿
上
は
な
れ
侍
り
て
、
よ
み
侍
り
け
る
」

・
清
正
）
　
な
ど
の
例
が
み
え
る
。
「
夜
が
更
け
る
」
　
と
の
掛
詞
の
例
と
し
て
は
、

「
し
か
の
ね
を
あ
は
れ
と
き
く
に
あ
き
の
夜
の
ふ
け
ひ
の
う
ら
に
ち
ど
り
さ

な
く
」
　
（
『
国
基
集
』
一
〇
〇
二
い
づ
み
の
く
に
ふ
け
ひ
の
う
ら
と
い
ふ
と
こ
ろ

に
、
ま
か
り
と
ど
ま
り
た
り
し
に
、
よ
ふ
け
て
や
ま

の
か
た
に
は
し
か
の
こ
ゑ

【
校
異
】

を
イ

イ
　
月
に
ー
月
は
（
内
・
支
）
　
口
　
よ
の
－
よ
を
（
書
・
内
・
支
・
架
・
群
）

き
こ
え
、
な
ぎ
さ
に
は
ち
ど
り
な
き
し
か
ば
」
）
、
「
ま
ち
か
ね
て
さ
よ
も
ふ
け
ひ

叫
引
引
か
ぜ
に
た
の
め
ぬ
浪
の
お
と
の
み
ぞ
す
る
」
　
（
『
千
載
和
歌
集
』
恋
歌
四

・
八
七
九
・
「
寄
浦
恋
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
」
・
二
条
院
内
侍
参
河
）
　
な

ど
が
あ
る
。



②
海
士
の
す
て
衣
塩
な
れ
に
け
る
－

「
す
ず
か
山
い
せ
を
の
あ
ま
の
す
て
表
し

（
歌
語
で
は
な
く
俗
な
）
た
だ
の
言
葉
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
右
（
歌
）
　
の
、

ほ
な
れ
た
り
と
人
や
み
る
ら
ん
」
　
（
『
後
探
和
歌
集
』
恋
三
・
七
一
八
・
「
女
の
も

と
に
き
ぬ
を
ぬ
ぎ
お
き
て
、
と
り
に
つ
か
は
す
と
て
」
・
伊
ダ
）
　
と
類
似
し
た
発

想
。
③
た
ゝ
こ
と
は
－
歌
語
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
俗
な
表
現
。
「
月
が
あ
ま
り

に
美
し
い
の
で
、
月
に
向
か
っ
て
い
る
と
時
間
が
経
つ
の
を
意
識
し
な
い
」
　
と

い
う
意
を
　
「
月
に
お
ぼ
え
ぬ
」
　
と
縮
約
し
た
点
を
指
す
か
。
こ
れ
に
類
似
し
た

「
よ
わ
た
る
海
士
の
す
て
衣
塩
な
れ
に
け
る
袖
の
月
」

ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
右
が
勝
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
い
う
表
現
は
見
所
が

（
六
十
四
番
）

表
現
は
　
「
く
も
れ
か
し
な
が
む
る
か
ら
に
か
な
し
き
は
月
に
お
ぼ
ゆ
る
人
の
面

影
」
　
（
『
新
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
四
・
一
二
七
〇
二
l
（
題
し
ら
ず
）
」
・
八
条
院
高

倉
）
、
「
草
ま
く
ら
都
の
秋
を
さ
そ
ひ
き
て
月
に
お
ぼ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
の
空
」
（
『
後

鳥
羽
院
御
集
』
建
仁
元
年
三
月
内
宮
御
百
首
・
雑
二
十
首
・
二
八
三
）
　
な
ど
に

み
ら
れ
る
。

【
通
釈
】

六
十
三
番

左
　
（
歌
）

（
藤
原
）
　
為
氏
朝
臣

六
十
四
番
イ
ー

左
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
朝
靭
臣

ロ
1
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

和
帝
の
う
ら
や
昔
に
か
へ
る
波
の
上
に
光
あ
ま
ね
き
秋
の
よ
の
月

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥
禅
信

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

里
の
海
士
の
し
ほ
た
れ
衣
ほ
し
や
ら
て
さ
な
か
ら
や
と
す
秋
の
夜
の
月

右
、
上
下
か
な
ひ
て
よ
ろ
し
く
侍
に
、
左
、
わ
か
の
浦
、
昔

r

 

l

ト

に
か
へ
る
と
を
き
て
、
光
あ
ま
ね
き
秋
の
夜
の
月
と
い
へ
る
、

匝
l
l
l
l
　
　
　
　
　
　
「
－

尤
宜
、
賞
翫
可
為
勝
、

02

（
月
が
美
し
い
の
で
）
　
長
い
と
も
月
に
向
か
っ
て
い
る
と
意
識
し
な
い
秋
の

夜
な
の
に
、
ど
う
し
て
吹
飯
　
（
夜
が
更
け
る
）
　
の
浦
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

右
　
（
歌
）
　
勝
　
　
　
　
　
　
少
将
内
侍

幾
秋
を
経
て
、
暮
ら
し
を
立
て
て
い
る
海
人
の
脱
ぎ
捨
て
た
衣
の
、
潮
で
ぐ

っ
し
ょ
り
と
濡
れ
て
い
る
袖
に
映
っ
た
月
　
（
の
美
し
さ
）
　
よ
。

〔
判
詞
〕
　
左
　
（
歌
の
）
、
「
な
ど
か
ふ
け
ゐ
の
」
　
と
い
う
あ
た
り
の
表
現
は
、
思

う
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
「
月
に
お
ぼ
え
ぬ
」
と
い
う
表
現
は
、

【
校
異
】

イ
　
勝
－
ナ
シ

の
浦
や
　
（
衆
）

・
衆
・
群
）

続
拾
遺
、
賀
、

（
書
）
、
持
　
（
内
・
支
・
衆
）
　
口
　
和
苛
の
う
ら
や
－
　
わ
か

ハ
　
か
へ
る
－
ナ
シ
　
（
支
）
　
二
　
を
き
て
ー
を
き
　
（
内
・
支

ホ
　
尤
宜
－
尤
是
　
（
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
）
　
へ
　
勝
－
持

（
内
・
支
・
衆
）

【
他
書
所
伝
】



（
左
歌
）

『
雲
菓
和
歌
集
』
秋
歌
中
・
五
六
四
・
「
仙
洞
に
て
十
首
歌
合
侍
り
L
に
、
浦
月
」

・
藤
原
経
朝
朝
臣

和
歌
の
う
ら
や
む
か
し
に
か
へ
る
な
み
の
う
へ
に
ひ
か
り
あ
ま
ね
き
秋
の
夜
の

月
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
賀
歌
・
七
四
一
・
「
宝
治
元
年
十
首
歌
合
に
、
海
辺
月
」
・

正
三
位
経
朝

わ
か
の
浦
や
む
か
し
に
か
へ
る
浪
の
上
に
ひ
か
り
あ
ま
ね
き
秋
の
夜
の
月

『
歌
枕
名
寄
』
玉
津
島
篇
・
八
三
三
七
・
「
続
拾
十
」
・
正
三
位
経
朝

わ
か
の
う
ら
や
む
か
し
に
か
へ
る
波
の
う
へ
に
ひ
か
り
あ
ま
ね
き
秋
の
よ
の
月

（
右
歌
）

『
続
後
撰
和
歌
集
』
秋
歌
中
・
三
五
〇
・
「
（
十
首
歌
合
に
、
海
辺
月
と
い
へ
る

心
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
）
」
・
源
俊
平

へ
る
な
み
の
う
へ
に
は
ま
び
と
い
ま
や
み
か
り
ま
つ
ら
ん
」
（
『
続
古
今
和
歌
集
』

雑
中
二
六
七
四
・
「
（
建
保
四
年
人
人
に
百
首
歌
め
し
け
る
次
に
よ
ま
せ
給
ひ

け
る
）
」
・
道
家
）
。

③
光
あ
ま
ね
き
－
光
が
遍
く
照
ら
す
。
治
世
を
言
祝
ぐ
意
を
込
め
る
。
「
世
を
て

ら
す
あ
ま
ね
き
空
の
光
に
も
月
を
ぞ
千
世
の
か
げ
に
頼
ま
ん
」
（
『
紫
禁
和
歌
集
』

一
〇
〇
五
・
「
同
八
月
十
五
日
夜
今
夜
庚
申
於
殿
上
人
人
詠
歌
出
て
、
当
座
」
・

順
徳
院
）
。

④
し
ほ
た
れ
衣
－
海
人
が
潮
を
汲
ん
で
潮
に
濡
れ
た
衣
。

「
須
磨
の
海
士
の
塩
た

れ
ご
ろ
も
打
ち
は
へ
て
き
て
は
な
ど
み
ぬ
な
み
の
月
影
」
　
（
『
最
勝
四
天
王
院
和

歌
』
諏
磨
浦
摂
津
二
四
一
・
後
鳥
羽
院
）
。

⑤
さ
な
か
ら
1
そ
の
ま
ま
。

「
夏
の
夜
は
山
の
は
い
づ
る
月
影
の
さ
な
が
ら
の
こ

す
ま
の
あ
ま
の
L
は
た
れ
衣
ほ
し
や
ら
で
さ
な
が
ら
や
ど
す
秋
の
よ
の
月

『
歌
枕
名
寄
』
阪
磨
・
四
二
五
一
・
「
続
後
六
」
・
源
俊
平

須
ま
の
あ
ま
の
塩
た
れ
衣
ほ
し
や
ら
で
さ
な
が
ら
や
ど
す
秋
の
よ
の
月

【
語
釈
】

①
和
音
の
う
ら
－
紀
伊
国
の
歌
枕
。
同
地
に
あ
る
玉
津
島
神
社
は
、
和
歌
の
神

と
し
て
衣
通
姫
を
祀
る
。
こ
こ
で
は
、
和
歌
の
道
を
も
意
味
す
る
。
「
ふ
く
か
ぜ

も
の
ど
け
き
き
み
の
よ
よ
の
あ
と
む
か
し
に
か
へ
る
わ
か
の
う
ら
な
み
」
　
（
『
新

古
今
寛
宴
和
歌
』
一
七
・
具
親
）
。

②
昔
に
か
へ
る
－
古
の
聖
代
に
立
ち
返
る
、
の
意
。
「
よ
も
の
う
み
融
加
．
u
．
国
別

る
在
明
の
そ
ら
」
　
（
『
宝
治
百
首
』
夏
月
・
一
〇
四
九
・
公
相
）
。

【
通
釈
】

六
十
四
番

左
　
（
歌
）
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
経
朝
朝
臣

和
歌
の
浦
の
、
古
の
聖
代
に
立
ち
返
る
波
の
上
で
、
秋
の
夜
の
月
が
普
く
照

ら
す
こ
と
だ
。

右
　
（
歌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥
禅
信

里
の
海
人
の
潮
垂
れ
衣
を
す
っ
か
り
乾
か
し
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
な
く
て
、

（
美
し
い
）
　
秋
の
夜
の
月
を
そ
の
ま
ま
宿
し
て
い
る
こ
と
だ
。

〔
判
詞
〕
　
右
　
（
の
歌
）
　
は
、
上
旬
と
下
旬
が
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
て
い
て
悪
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
左
（
の
歌
）
は
、
「
和
歌
の
浦
」
「
昔
に
返
る
」
と
置
い
て
、
「
光
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あ
ま
ね
き
秋
の
夜
の
月
」
　
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
良
い
表
現
で
、
賞
賛
し
て

勝
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

（
六
十
五
番
）

六
十
五
番イ
左
　
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
越
前

①
ロ
K
憧
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
l
l
－
－

明
石
か
た
塩
や
く
海
士
の
煙
た
に
漂
こ
そ
な
け
れ
月
の
す
む
夜
は

右

　

　

　

　

粁

為

家

②

秋
の
夜
の
名
た
か
の
う
ら
の
塩
風
に
影
さ
し
の
ほ
る
月
の
さ
や
け
さ

＋
「

左
月
の
す
む
夜
は
と
い
へ
る
程
、
こ
ひ
ね
か
ふ
へ
き
す
か
た

③

　

　

　

　

　

　

　

　

「

吋
あ
ら
す
侍
を
、
右
お
な
し
文
字
あ
ま
り
に
お
は
く
侍

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
l
l

に
や
、
歌
合
に
は
と
か
め
た
る
割
引
侍
れ
は
、
尤
負
侍
へ
し
、

【
校
異
】

イ
　
勝
－
ナ
シ
　
（
書
）

ロ

く

ま

イ雲

ハ
　
夜
は
－
よ
　
（
支
・
衆
・
群
）

l
号
渡
（
書
）
、
今
（
内
・
支
・
衆
・
群
）

二
　
前
権
大
　
－
　
権
大
納
言
　
（
書
・
内
・

支
・
衆
・
群
）
　
ホ
す
か
た
に
ー
す
か
た
に
は
　
（
内
・
支
・
棄
・
群
）

へ
　
あ
ま
り
ー
あ
や
ま
り
（
内
）
　
ト
　
事
も
ー
言
葉
に
（
内
・
衆
）
、
事
に
（
支

・
群
）
　
チ
　
尤
－
右
　
（
内
・
支
・
架
・
群
）

【
他
書
所
伝
】

（
左
歌
〉
　
ナ
シ
　
（
右
歌
）
　
ナ
シ

【
語
釈
】

①
雲
こ
そ
な
け
れ
－
永
青
文
庫
本
の
　
「
雲
こ
そ
」
　
は
孤
例
で
あ
っ
て
、
書
陵
部

本
は
　
「
く
ま
こ
そ
」
、
そ
の
他
の
諸
本
は
　
「
今
こ
そ
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
首
の

意
味
か
ら
判
断
し
て
　
「
く
ま
」
　
が
適
当
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
　
「
く
ま

こ
そ
」
　
を
採
用
し
て
通
釈
す
る
。

②
名
た
か
の
う
ら
－
紀
伊
国
の
歌
枕
。
『
五
代
集
歌
枕
』
『
八
雲
御
抄
』
は
遠
江

と
す
る
。
高
名
な
、
評
判
の
、
の
意
を
掛
け
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
紫

の
名
高
の
浦
の
な
び
き
藻
の
心
は
妹
に
寄
り
に
し
も
の
を
」
　
（
『
万
葉
集
』
巻
第

十
一
・
二
七
八
〇
）
　
は
そ
の
一
例
。

③
右
お
な
し
文
字
あ
ま
り
に
お
ほ
く
侍
に
や
、
歌
合
に
は
と
か
め
た
る
事
も
侍

れ
は
－
『
袋
草
紙
』
下
巻
に
賀
陽
院
七
番
歌
合
（
寛
治
八
年
八
月
十
九
日
判
者

経
信
卿
）
　
二
番
の
筑
前
（
左
）
　
と
大
江
匡
房
（
右
）
　
の
番
の
、
匡
房
歌
（
「
し
ら

雲
と
み
ゆ
る
に
し
る
し
み
よ
し
野
の
よ
し
の
の
山
の
花
ざ
か
り
か
も
」
　
に
つ
い

て
、
筑
前
の
陳
状
に
　
「
輔
親
が
母
に
申
し
し
事
を
幼
少
に
て
承
り
し
か
ば
、
「
同

字
三
は
い
か
が
せ
む
。
四
以
上
あ
ら
ん
歌
を
ば
、
公
け
の
歌
に
は
と
り
出
さ
じ
」

と
申
し
L
に
、
右
歌
　
「
し
」
　
の
字
四
候
ふ
に
、
持
と
定
め
ら
れ
た
る
が
、
口
を

し
き
な
り
」
　
と
云
々
」
　
と
あ
る
。
文
中
の
母
は
輔
親
の
子
伊
勢
大
輔
。
こ
の
後

に
顕
昭
が
匡
房
の
歌
を
　
「
シ
の
字
五
、
ノ
の
字
五
な
り
」
　
と
訂
正
し
た
こ
と
な

ど
が
記
さ
れ
、
清
輔
は
、
同
字
が
多
く
て
も
す
ぐ
れ
た
歌
は
勝
っ
て
い
る
と
し

て
、
具
体
例
を
列
挙
し
て
い
る
。
当
該
為
家
歌
は
　
「
の
」
　
の
字
六
。
但
し
自
作

を
負
け
と
す
る
た
め
の
理
由
付
け
と
考
え
れ
ば
よ
か
ろ
う
　
（
『
袋
草
紙
』
の
引
用
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は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
っ
た
）
。

【
通
釈
】

六
十
五
番

左
　
（
歌
）
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
前

（
こ
こ
）
　
明
石
潟
で
は
、
藻
塩
を
焼
く
海
士
の
煙
さ
え
も
　
（
光
に
照
ら
さ
れ

な
い
）
腋
が
な
い
こ
と
だ
、
（
こ
ん
な
に
も
）
月
が
澄
む
夜
に
は
。

右
（
歌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
為
家

秋
の
夜
の
　
（
風
趣
で
名
高
い
）
　
名
高
の
浦
の
塩
風
　
（
の
中
）
　
に
、
光
が
　
（
高

く
）
　
さ
し
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
、
月
の
さ
や
け
さ
と
い
っ
た
ら
。

〔
判
詞
〕
　
左
　
（
歌
）
　
の
　
「
月
の
す
む
よ
は
」
　
と
い
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
は
、
こ
い

ね
が
う
べ
き
姿
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
も
の
の
、
右
　
（
歌
）
　
は
、
同
じ
文
字
が
余

り
に
多
う
ご
ざ
い
ま
す
の
が
、
歌
合
に
　
（
出
す
歌
と
し
て
）
　
は
、
容
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
い
っ
て
も
負
け
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
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〔
付
記
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成
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度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
、
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和
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作
品
の
調
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し
た
鎌
倉
時
代
西
園
寺
家
像
の
再

構
築
」
　
（
代
表
者
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川
功
和
）
　
に
よ
る
研
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成
果
の
一
部
で
あ
る
。




